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将来の社会状況予測と現状のキャリア教育の課題
　　　　　
授業をキャリア教育の視点で改善し、
社会で生きる力を育む
東京都荒川区立諏訪台中学校
　

１年生から将来を考えさせ
目標を持って今をしっかり進む
愛知県名古屋市立千鳥丘中学校
　

９年間の「いまとみらい科」で
将来に結び付く社会参画力を育む
大阪府ゆめみらい学園高槻市立第四中学校
　

全ての教育活動をキャリア教育を意識したものとするために
筑波大人間系教授◎藤田晃之 ／東京都府中市立府中第三中学校校長◎谷合しのぶ
　

小・中・高校の12年間を通じて教育課題を考え、語り合う
「Teachers’ cafe」第１回ワークショップ報告
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課題整理

学校事例1

学校事例2

学校事例3
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特別レポート

3 社会を生きる力を育む
─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す
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連載

1 私を育てたあの時代、あの出会い

言葉少ない指導が気付く大切さを教えてくれた
大分県佐伯市立佐伯城南中学校校長◎國見義隆

28 Benesse発　これからの教育

ハードに加え、人材育成で教育情報化を推進
大分県立大分豊府中学校

30 ミドルリーダーの挑戦　─前へ！前へ!!

教師全員の力を伸ばせるように校内研究を活性化させていきたい
東京都墨田区立本所中学校◎駒田るみ子

ちどりがおか

ほう ふ



1977（昭和52）
佐伯市立鶴谷中学校
に新採で赴任。
その後、同校には
1990年、2006 年（教頭）
にも赴任

1984（昭和59）
米水津北（現米水津）
中学校に赴任。
格技の研究を行う。
安部一雄教頭に出会う

2003（平成15）
佐伯市立本匠中学校
に教頭として赴任

米水津北中学校に
赴任した頃。
後列左から２人目が
國見先生

2004（平成16）
佐伯市立
佐伯城南中学校に
赴任

2007（平成19）
佐伯市立
蒲江翔南中学校に
校長として赴任

2010（平成22）
佐伯市立
佐伯城南中学校に
赴任

1995（平成7）
大分県教育センター
に着任。
不登校の子どもの
カウンセリングを担当。
翌年設置された
佐伯市教育委員会の
適応指導教室に異動し
同様の取り組みを継続

1997（平成9）
佐伯市立昭和中学校
に赴任

言
葉
少
な
い
指
導
が

気
付
く
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
た

大
分
県
　
佐
伯
市
立
佐
伯
城
南
中
学
校
校
長　

國
見
義
隆　K

u
n

im
i Y

o
s

h
it

a
k

a
教
師
は
日
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
掛
け
の
中
で
生
徒
を
育
て
る
。
そ
し
て
教
師
は
、
共
に
働
く
仲
間
と
の
出
会
い
の
中
で
育
っ
て
い
く
。

出
会
い
か
ら
学
ん
だ
教
育
の
原
点
、
そ
し
て
次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
伝
え
た
い
不
易
を
、
國
見
校
長
が
語
る
。

私を育てた
あの時代、あの出会い

第16 回

よのうず

1

自
分
で
気
付
く
こ
と
が

自
ら
学
ぶ
出
発
点
に
な
る

　

校
長
と
な
っ
て
か
ら
ず
っ
と
、
私
は
学

校
教
育
目
標
に
「
気
付
き
実
践
す
る
生
徒

の
育
成
」
を
掲
げ
て
き
ま
し
た
。
教
師
は

生
徒
に
教
え
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。
生
徒

も
教
師
か
ら
多
く
の
知
識
や
技
能
を
学
び

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
人
間

的
な
成
長
に
は
な
か
な
か
結
び
付
き
ま
せ

ん
。
自
分
に
足
り
な
い
も
の
や
必
要
な
こ

と
に
気
付
い
て
こ
そ
、自
ら
真
剣
に
学
び
、

真
の
力
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

　

気
付
く
大
切
さ
に
ま
さ
し
く
気
付
か
せ

て
く
れ
た
の
は
、安
部
一
雄
教
頭
で
し
た
。

文
部
省
（
当
時
）
の
格
技
指
導
の
研
究
指

定
校
に
柔
道
専
門
の
私
が
赴
任
し
た
時
、

指
導
を
受
け
た
先
生
の
１
人
で
す
。

　

当
時
、
私
は
教
員
８
年
目
。
全
国
的
な

研
究
大
会
で
発
表
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
初

め
て
で
し
た
。
私
は
、
授
業
で
柔
道
を

し
っ
か
り
と
教
え
、
研
究
大
会
の
発
表
で

は
試
合
を
見
せ
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
安
部
教
頭
は
「
３
年
間

研
究
す
る
の
だ
か
ら
、
他
校
が
し
た
こ
と

が
な
い
よ
う
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。
悩
み
に
悩

ん
だ
末
、相
撲
体
操
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、

校
庭
で
行
う
「
青
空
柔
道
」
を
考
え
出
し

ま
し
た
。
校
庭
に
マ
ッ
ト
を
敷
き
、
生
徒

くにみ・よしたか　専門教科は保健体育科。佐伯市立鶴谷中学校、佐伯市立米
水津北（現米水津）中学校、大分県教育センター、佐伯市立昭和中学校、佐伯市
立本匠中学校などを経て、現職。部活動では主にバレーボール部の顧問を務めた。

米水津北中学校に
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が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
、
受
け
身

や
打
ち
込
み
を
行
う
、
と
い
う
よ
う
な
も

の
で
す
。
苦
労
し
ま
し
た
が
、
研
究
大
会

で
は
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
指
導
案
を
作
成
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
安
部
教
頭
や
研
究
主
任
に
見

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
部
教
頭
か
ら
は

具
体
的
な
指
導
は
一
切
な
く
、「
こ
れ
は

ど
う
い
う
こ
と
か
」「
自
分
な
ら
こ
う
す

る
」
な
ど
の
メ
モ
程
度
の
指
摘
だ
け
で
し

た
。
安
部
教
頭
は
、
全
て
を
私
に
言
う
の

で
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
だ
け
で
私
に
何
を

改
善
す
べ
き
か
を
気
付
か
せ
よ
う
と
し
て

い
た
の
で
す
。

方
針
は
し
っ
か
り
伝
え

多
く
を
語
ら
ず
見
守
る

　

も
う
１
つ
、
大
き
な
気
付
き
を
得
た
の

が
、
不
登
校
の
生
徒
を
指
導
し
た
２
年
間

で
す
。
校
長
に「
別
の
世
界
を
見
て
こ
い
。

そ
う
し
た
ら
も
っ
と
良
い
先
生
に
な
れ

る
」
と
言
わ
れ
、
大
分
県
教
育
セ
ン
タ
ー

に
赴
任
。
当
時
は
、
不
登
校
生
専
門
の
施

設
が
な
く
、
不
登
校
生
は
教
育
セ
ン
タ
ー

に
通
い
、
教
師
は
彼
ら
へ
の
対
応
を
し
な

が
ら
不
登
校
生
に
対
す
る
指
導
法
を
模
索

し
て
い
ま
し
た
。

　

私
も
数
人
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
生
徒

は
私
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
指
導
は
全
く
通
用

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
学
ぶ
た
め
、
何
冊
も
本
を
読
み
、
文

部
省
の
講
習
会
な
ど
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
分
か
っ
た
の
は
、
私
に
は
人
の
話

を
聞
き
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
姿
勢

が
足
り
な
い
こ
と
で
し
た
。
私
は
教
育
セ

ン
タ
ー
で
の
１
年
間
、
生
徒
と
保
護
者
の

話
を
３
０
０
件
以
上
聞
き
、
こ
の
こ
と
が

人
の
話
を
聞
く
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。

　

翌
年
、
佐
伯
市
に
出
来
た
適
応
指
導
教

室
に
異
動
に
な
り
ま
し
た
。
適
応
指
導
教

室
で
は
、
生
徒
が
や
り
た
い
と
言
え
ば
、

料
理
、
釣
り
、
粘
土
工
作
と
何
で
も
一
緒

に
行
い
、
生
徒
と
触
れ
合
う
こ
と
で
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。
保

護
者
に
対
し
て
も
、
悩
み
を
と
こ
と
ん
聞

き
、
そ
れ
か
ら
生
徒
へ
の
対
応
な
ど
を
話

し
合
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ぐ
い
ぐ
い
引
っ
張
り
、
厳
し
く
教
え
る

だ
け
で
な
く
、
話
を
聞
き
、
待
つ
こ
と
も

教
師
の
大
切
な
役
割
な
の
だ
と
、
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
に
赴
任
し
て
か
ら
、
部
活
動
の
試

合
は
出
来
る
だ
け
応
援
に
行
き
、
学
校
行

事
や
部
活
動
、
研
究
授
業
の
様
子
な
ど
は

ス
ポ
ー
ツ
新
聞
風
の
学
校
新
聞
や
学
校
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
タ
イ
ム
リ
ー
に
学
内
外
に
伝
え

て
い
ま
す
。
発
信
を
強
化
し
て
、
保
護
者

会
へ
の
参
加
率
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
学
校
教
育
目
標
を
「
何
事
に
も

挑
戦
す
る
生
徒
〜
元
気
・
勇
気
・
笑
顔
〜
」

に
変
え
ま
し
た
。「
気
付
き
実
践
す
る
」

こ
と
が
出
来
た
ら
、
次
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
生
徒
だ

け
で
な
く
、
先
生
方
に
対
し
て
も
同
じ
思

い
で
す
。
先
生
方
に
は
、
前
年
踏
襲
で
は

な
く
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
、
責
任
は

校
長
が
と
る
か
ら
「
失
敗
し
な
さ
い
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　

校
長
に
な
っ
て
か
ら
、若
い
頃
、安
部
先

生
に
教
え
ら
れ
た
哲
学
者
の
言
葉
、「
良
い

教
師
は
説
明
す
る
。
優
れ
た
教
師
は
自
ら

や
っ
て
み
せ
る
。
偉
大
な
教
師
は
心
に
火

を
つ
け
る
」を
校
長
室
に
貼
っ
て
い
ま
す
。

　

先
生
方
に
方
針
は
し
っ
か
り
伝
え
ま
す

が
、
安
部
先
生
を
見
習
っ
て
決
し
て
多
く

は
語
ら
ず
、
見
守
っ
て
い
ま
す
。
時
々
こ

う
し
て
ほ
し
い
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
自
ら
気
付
く
こ
と
こ
そ
成
長
に
つ

な
が
る
と
信
じ
、
生
徒
、
そ
し
て
先
生
方

と
向
き
合
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ぐいぐい引っ張るだけでなく
待つことも教師の役割
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「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」と
い
う
言
葉
は
、

１
９
９
９
年
、
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
で
初
め
て
登
場
し
た
。

「
望
ま
し
い
職
業
観
・
勤
労
観
及
び
職
業
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、

自
己
の
個
性
を
理
解
し
、
主
体
的
に
進
路
を
選
択
す
る
能
力
・
態
度
を
育
て
る
」
と
さ
れ
、

学
校
教
育
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
基
準
と
な
っ
た
。

国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
調
査
に
よ
る
と
、

中
学
校
に
お
け
る
職
場
体
験
の
実
施
率
は
98・０
％（
＊
）と
高
い
が
、

生
徒
の
生
き
方
に
そ
の
実
態
は
ど
う
影
響
し
て
い
る
の
か
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
生
徒
の
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、

生
徒
が
社
会
を
生
き
る
力
を
育
む
も
の
と
す
る
た
め
の
手
立
て
を
考
え
た
い
。

＊
数
値
は
国
立
教
育
政
策
研
究
所
「
平
成
24
年
度
職
場
体
験
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
状
況
等
調
査
結
果
」（
２
０
１
３
年
９
月
）
に
よ
る

特
集社

会
を
生
き
る
力
を
育
む

│
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
教
育
活
動
を
捉
え
直
す

注１）職場体験を実施していると回答した公立中学９,５８２校の、職場体験を実施している主たる学年
の実施状況（１年生３９５校、２年生８,４５６校、３年生７３１校）
注２）実施期間は、実際に事業所等で体験活動を行う期間とし、事前・事後指導等の時間（期間）
は含めない
出典／国立教育政策研究所「平成２４年度職場体験・インターンシップ実施状況等調査結果」（2013 年
9月）

（％）

■職場体験の学年別・期間別実施状況

１年生

２年生

３年生

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1日 ２日 ３日 ４日 5日
６日以上

18.7

15.838.538.530.630.610.4

43.843.831.331.311.8

17.717.7 49.949.9 0.3

0.4

0.8

4.44.4

4.04.0 8.3

6.66.6 6.8

職場体験は３日以上の学校が多い
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生徒が社会に出る頃、社会はどうなっているか？

図１ ＧDP世界ランキング　悲観予測の場合

図２ 日本の将来推計人口と年齢構成

＊上記は、③悲観（財政悪化による成長率下振れ）の予測。他に、①基本１（生産性先進国平均並み）、②基
本２（「失われた20年」継続）、④労働力率改善（女性労働力率スウェーデン並み）がある

出典／一般社団法人日本経済団体連合会21世紀政策研究所グローバルJAPAN特別委員会「グローバ
ルJAPANｰ2050年シミュレーションと総合戦略」（2012年４月）

＊出生中位（死亡中位）推計による

出典／国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（2012年1月推計）
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（10億PPPドル）

将
来
の
社
会
状
況
予
測
と

現
状
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
課
題

今
の
生
徒
た
ち
が
大
人
に
な
る
頃
の
社
会
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
現
在
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
そ
の
時
に
必
要
と
な
る
力
を
育
成
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
推
計
や
調
査
デ
ー
タ
か
ら
予
測
す
る
。

課
題
整
理
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図５ グローバル人材育成を中心とした政府の施策 図３ 雇用形態別就業者数の推移

図４ グローバル人材需要量の将来推計値

2014年
から

2017年
まで

2018年
まで

2020年
まで

時期未定

スーパーグローバルハイスクール事業開始ⓐ
2018年までの指定で50校程度整備。海外大学
の進学も視野に入れた教育を行い、グローバルリー
ダーの育成を図る

スーパープロフェッショナルハイスクール事業
開始ⓐ
５年一貫で専門的職業人の育成を目指す専門高
校を指定し実践研究を行う

高校段階での海外留学の拡充ⓐ
長期留学（原則１年間）は300人、短期留学（原則２
週間以上１年未満）は新規で1,300人を資金援助

スーパーグローバル大学30校整備ⓐ
外国人教員の積極採用、海外大学との連携など
国際化を推進する大学を重点的に支援

高校段階での英語力を、適正に評価する大学入
試制度改革ⓑ

国際バカロレア資格を取得可能な高校を全国
で200校整備ⓒ

海外からの留学生受け入れを30万人にⓓ
（2012年5月時点約14万人）

大学入試の抜本改革ⓔ
大学入試センター試験を廃止し、「達成度テスト」
（仮称）にする。教科学力以外の「多面的な学力」を
問う方向への転換

参考資料／ⓐ文部科学省「平成26年度予算案」（2013年12月）、ⓑ文部科学省
「第２期教育振興基本計画」（2013年6月）、ⓒ日本経済再生本部「日本再興戦
略」（2013年６月）、ⓓ文部科学省他「留学生30万人計画」（2008年）、ⓔ教育
再生実行会議「高等学校教育と大学教育との接続・大学入学者選抜の在り方
について（第四次提言）」（2013年10月）

（万人）
6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

（％）
90

85

80

75

70

65

60

男
女
計

2000年

2012年初 2017年初

2005年 2010年 2015年 2020年
＊正社員比率は、役員を除いた雇用者に対する正社員の比率
＊2000年において、「契約社員・嘱託」はその他に含まれる
出典／リクルートワークス研究所「2020年の『働く』を展望する　成熟期のパラダイム
シフト」（2011年10月）

＊企業アンケートの調査票において「グローバル人材」とは、以下の①②③の全てに該当す
る者とした。①現在の業務において他の国籍の人と意思疎通を行う必要がある　②①の意思
疎通を英語で（あるいは母国語以外の言語で）行う必要がある 　③ホワイトカラー職（現行の日
本標準職業分類における大分類Ａ～Ｄ［管理的職業従事者、専門的・技術的職業従事者、
事務従事者、販売従事者］を指す）の常用雇用者である
出典／経済産業省調査事業「大学におけるグローバル人材育成のための指標調査」
（2012年3月）

正社員
労働者派遣事業所の派遣社員
契約社員・嘱託 その他

パート・アルバイト

3,663

73.9

67.4
65.6 64.3 63.6

73.9

67.4
65.6 64.3 63.6

1,105

153 36

105

276 330
364 380

96
101

3,375

1,119

130

3,355

1,192

137

3,283

1,219

136

3,145

1,192

124

99

（千人）

グローバル人材量（日本人）
グローバル人材量（外国人）

1,688千人 41,164人 331,669人

4,119千人

正社員比率

　

ま
ず
今
後
の
日
本
社
会
の
状
況
を
デ
ー
タ
で
見
て

い
く
。
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
は
世
界
３

位
だ
（
図
１
）。
今
後
、
世
界
経
済
の
中
で
日
本
の

位
置
は
低
下
し
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
９
位
に
な
る

と
い
う
予
測
も
あ
る
。
一
方
、
現
在
約
１
億
３
千
万

人
の
日
本
の
総
人
口
は
50
年
に
は
１
億
人
を
割

り
、
そ
の
３
割
が
70
歳
以
上
に
な
る
と
推
計
さ
れ

る（
図
２
）。
生
産
年
齢
人
口
も
減
少
し
、
現
在
の

約
８
千
万
人
か
ら
６
割
程
度
と
な
る
。
生
徒
は
こ
れ

か
ら
も
経
済
的
な
成
長
実
感
の
持
て
な
い
社
会
で
生

き
、
社
会
保
障
に
掛
か
る
負
担
が
大
き
く
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

労
働
形
態
で
は
、「
正
社
員
」
が
徐
々
に
減
少
し

そ
う
だ
（
図
３
）。
こ
の
現
象
は
景
気
の
後
退
と
併

せ
て
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
専
門
技
能
を

生
か
し
て
フ
リ
ー
で
働
き
た
い
人
や
ノ
マ
ド
ワ
ー

カ
ー
（
＊
）、
起
業
志
向
の
人
に
と
っ
て
は
必
ず
し

も
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
。
ま
た
、
世
界
経
済
の
パ

ワ
ー
シ
フ
ト
と
呼
応
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
の

ニ
ー
ズ
も
急
増
す
る
。
経
済
産
業
省
の
予
測
で
は
、

生
徒
が
大
学
生
に
な
る
時
点
で
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は
約

４
１
２
万
人
（
図
４
）。
日
本
の
生
産
年
齢
人
口
が

約
８
千
万
人
な
の
で
、
約
20
人
に
１
人
が
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
」
と
な
る
。
日
本
に
い
て
も
海
外
に
い
て

も
、
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
人
と
一
緒
に
仕
事
を
す

る
機
会
が
、
今
以
上
に
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
社
会
変
化
を
踏
ま
え
、
国
は
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
改
革
を
計
画
し
て
い
る
（
図
５
）。
中
学
校

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
留
意
す
べ
き
は
、
高
校
選
択
の
＊ＩＴ機器を用いて、自宅やオフィスだけではない場所で仕事をする人
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キャリア教育の現状から課題を探る

図７ 「基礎的・汎用的能力」についての認識

図６ 基礎的・汎用的能力の内容

（％）0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

「基礎的・汎用的能力」について
詳しく知っており、その内容を人に
説明することが出来る

「基礎的・汎用的能力」について、
その内容を人に説明は出来ないが、
ある程度知っている

内容はよく知らないが、
「基礎的・汎用的能力」という
言葉は聞いたことがある

「基礎的・汎用的能力」という
言葉を聞いたことがない

1.5
28.1 39.0 31.4

　これらの能力は、包括的な能
力概念であり、必要な要素をで
きる限り分かりやすく提示する
という観点でまとめたものであ
る。この４つの能力は、それぞれ
が独立したものではなく、相互
に関連・依存した関係にある。
このため、特に順序があるもの
ではなく、また、これらの能力を
全ての者が同じ程度あるいは
均一に身に付けることを求める
ものではない。
　これらの能力をどのようなまと
まりで、どの程度身に付けさせ
るかは、学校や地域の特色、専
攻分野の特性や子ども・若者
の発達の段階によって異なる
と考えられる。各学校において
は、この４つの能力を参考にし
つつ、それぞれの課題を踏まえ
て具体の能力を設定し、工夫さ
れた教育を通じて達成すること
が望まれる。その際、初等中等
教育の学校では、新しい学習
指導要領を踏まえて育成される
べきである。（答申第１章３（2）
③）

＊図中の破線は、両者の関係性が相対的に見て弱いことを示している。「計画実行能力」「課題解決能力」という「ラベル」からは
「課題対応能力」と密接なつながりが連想されるが、能力の説明等までを視野に収めた場合、「４領域８能力」では、「基礎的・汎
用的能力」における「課題対応能力」に相当する能力について、必ずしも前面に出されてはいなかったことが分かる
出典／国立教育政策研究所『キャリア教育を創る─学校の特色を生かして実践するキャリア教育』

４領域８能力 基礎的・汎用的能力

◉自他の理解能力

◉コミュニケーション能力

人間関係形成能力

◉情報収集・探索能力

◉職業理解能力

情報活用能力

◉役割把握・認識能力

◉計画実行能力

将来設計能力

◉選択能力

◉課題解決能力

意思決定能力

人間関係形成・社会形成能力
「人間関係形成・社会形成能力」は、多様な他者の考えや立場を理解し、相手の意見を聴いて自
分の考えを正確に伝えることが出来ると共に、自分の置かれている状況を受け止め、役割を果たしつ
つ他者と協力・協働して社会に参画し、今後の社会を積極的に形成することが出来る力である。

自己理解・自己管理能力
「自己理解・自己管理能力」は、自分が「出来ること」「意義を感じること」「したいこと」について、社会
との相互関係を保ちつつ、今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解に基づき主体的に行
動すると同時に、自らの思考や感情を律し、かつ、今後の成長のために進んで学ぼうとする力である。

課題対応能力
「課題対応能力」は、仕事をする上でのさまざまな課題を発見・分析し、適切な計画を立ててその課
題を処理し、解決することが出来る力である。

キャリアプランニング能力
「キャリアプランニング能力」は、「働くこと」の意義を理解し、自らが果たすべきさまざまな立場や役割と
の関連を踏まえて「働くこと」を位置付け、多様な生き方に関するさまざまな情報を適切に取捨選択・
活用しながら、自ら主体的に判断してキャリアを形成していく力である。

重
み
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
す
点
だ
。
海
外
進
学
を

視
野
に
入
れ
る
か
、
地
域
に
密
着
し
た
産
業
を
通
じ

て
生
き
て
い
く
か
。
自
分
の
適
性
や
志
望
、
更
に
社

会
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
柔

軟
に
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
、
設
計
し
て
い
く
能

力
が
、
今
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
現
状
は
ど
う
か
。
11

年
の
中
央
教
育
審
議
会
「
今
後
の
学
校
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
・
職
業
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

（
答
申
）
で
は
、
今
後
の
社
会
で
必
要
と
な
る
力
と

し
て
、こ
れ
ま
で
の
「
４
領
域
８
能
力
」
を
「
基
礎
的
・

汎
用
的
能
力
」
に
再
構
成
し
た
（
図
６
）。
社
会
の

変
化
や
必
要
と
さ
れ
る
人
材
に
対
応
し
、
国
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
あ
り
方
も
再
整
理
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、こ
の
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
を
「
知
っ

て
い
る
」
中
学
校
教
員
は
３
割
に
も
満
た
な
い
（
図

７
）。
更
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
計
画
を
立
て
る
際
、

「
職
場
体
験
」「
社
会
人
講
話
」
な
ど
は
９
割
近
く
が

重
視
す
る
が
、
活
動
と
「
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
」

の
関
連
性
を
考
え
た
り
、
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
た

い
目
標
を
設
定
し
た
り
す
る
割
合
は
低
い
（
図
８
）。

　

教
師
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
生
徒
が
ど
う

変
化
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
の
か
。
図
９
を
見
る

と
、「
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
」
に
は
な
っ
て

い
る
が
、「
学
習
意
欲
の
向
上
」
に
は
あ
ま
り
結
び

付
い
て
い
な
い
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
は
ど
の
よ
う
な
視
点
で
教
育
活
動

に
生
か
せ
る
も
の
な
の
か
。
９
ペ
ー
ジ
か
ら
各
校
の

事
例
を
見
て
い
き
た
い
。
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図7～9出典／国立教育政策研究所「キャリア教育・進路指導に関する総合的実態調査第一次報告書」（2013年3月）

＊「そのとおりである」と思うものを全て選択

＊当てはまるものを全て選択

図８ キャリア教育の計画を立てる上で重視したこと図９ 自校のキャリア教育の現状

（％）
1000 50

生徒の実態や学校の特色、
地域の実態を把握し、
計画に反映させること

生徒が、学年末や卒業時までに
「○○が出来るようになる」など

具体的な目標を立てること

発達の段階に応じた
キャリア教育の実践が

行われるようにすること

貴校のキャリア教育で育てる
力と基礎的・汎用的能力との

関連を整理すること

さまざまな教科や領域・行事等、
教育課程全体を通したキャリア
教育が行われるようにすること

現在の学びと将来の進路との
関連を生徒に意識付けること

取り組みの改善につながる
評価を実施すること

職場体験活動や社会人による
講話など、職業や就労にかかわる

体験活動を充実させること

高等学校等の体験入学や
学校紹介など、上級学校にかかわる

体験活動を取り入れること

職場体験活動などの
体験活動において、事前指導・

事後指導を重視すること

保護者や地域、外部団体との
連携を図ること

個人資料に基づき
生徒理解を深めることや生徒に
正しい自己理解を得させること

生徒に進路に関する情報を
得させる活動を取り入れること

キャリア・カウンセリング
（進路相談）を取り入れること

具体的な進路（就職先や進学先等）
の選択や決定に

関する指導・援助を行うこと

卒業生への追指導を行うこと

上記に該当するものはない

本校ではキャリア教育に関する
計画がないので回答できない

65.948.9

48.7

20.2

28.1

36.5

53.7

57.5

37.7

37.3

20.2

0.4

27.5

68.1

27.7

53.1

62.6

13.7

89.3

75.2

86.5

56.4

33.7

60.0

49.9

67.9

5.9

0.0

2.6（％）
1000 50

キャリア教育の計画の作成に
当たっては、ガイダンスの機能の

充実を図るよう努めている

キャリア教育の諸計画は、
計画通り実施されている

キャリア教育に関する担当者を
中心とする校務分掌組織
が確立され、機能している

教員はキャリア教育に関して
理解し、協力している

教員はキャリア教育に関する
研修などに積極的に参加し、
指導力の向上に努めている

教員は指導案の作成や
教材の工夫に努めている

教員はキャリア教育に関する
情報を収集し、活用している

キャリア教育にかかわる
体験的学習（職場体験活動や

社会人による講話等）を実施している

キャリア教育を実施するための
時間は確保されている

キャリア教育のための
予算は確保されている

保護者は学校のキャリア教育に
関して理解し、協力している

キャリア教育に当たって、
社会人などの

参画・協力を得ている

キャリア教育の計画の
実施について評価を行っている

キャリア教育の実践によって、
生徒が自らの生き方を考える

きっかけになり得ている

キャリア教育の実践によって、
学習全般に対する生徒の意欲が

向上してきている

キャリア教育の
実践によって、学校や地域の
課題解決に向かっている

上記に該当するものはない

56.3

63.1

97.8

73.5

79.2

43.9
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学校事例に見るキャリア教育の視点の取り入れ方

職場体験を「キャリア教育のスタート」と捉え、恒例行事化を防ぐ
他者や社会との関係の中で、自己実現を考えさせる
志望校合格や進路決定を、ゴールではなく、１つのステップとして考える
教師自身が社会人として常に自分を磨く意欲を持つ

●

●

●

●

基礎的・汎用的能力を育成する視点で授業を
見直し、それらの育成を意識する

課題を自分のものとして考
えられるように、「Ｓ＝立ち
位置」を意識させた授業づ
くりを行う

●

●

地域や企業の協力を得てゲストティーチャー
を招いたり、職場体験の派遣先を抽選で決め
たりして、視野を広げさせる

●

東京都荒川区立諏訪台中学校 P.9

職場体験での気付きを学校
生活にフィードバックでき
るような事前・事後指導を
行う

「ドリームマップ ®」を活用し、将来の目標を
意識させてから、職場体験を行う

●

●

東京都荒川区立諏訪台中学校 P.9

愛知県名古屋市立千鳥丘中学校 P.14

東京都荒川区立諏訪台中学校 P.9

「ドリカムカード」で３年間の
活動をたどり、内面を掘り下げ
てから志望を焦点化させる

●

愛知県名古屋市立千鳥丘中学校
P.14

「いまとみらい科」で学校や
地域とかかわる活動を行い、
社会参画力を育む

●

大阪府ゆめみらい学園
高槻市立第四中学校 P.18

小中連携をし、９年間で段階的に将来観や
就労観を身に付け、基礎的・汎用的能力を
育てる

●

大阪府ゆめみらい学園高槻市立第四中学校 P.18

対談 P.22

大阪府ゆめみらい学園
高槻市立第四中学校 P.18

立ち立ち
業づ

学校
でき
導を

PP.9

リ「ドリ
活動を
てから

●

「
地
社

●

8 社会を
生きる力を
育む

的・汎用的能力を育成すする視点で

授　業

協力を得てゲストティーチ域や企業の協力

進路指導

県名古屋市 千鳥 中学学校

職場体験

い学園高槻市立第四中学校大阪府ゆめみらい学 P.18

総合的な学習の時間・
道徳・特別活動

キャリア教育の充実に向けて

を通して
を通して

を通して を通して
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S c h o o l  D a t a
◎ 1998（平成 10）年に開校。
2012 年度からキャリア教育の
改革に着手。夜間の補習授業「諏
訪台てらこや」を週１回実施す
るなど、基礎学力の向上にも努
める。学校新聞に定評があり、
内閣総理大臣賞などを受賞。

校長◎清水隆彦先生　

生徒数◎ 438 人　　学級数◎ 13 学級

所在地◎〒116-0013　東京都荒川区西日暮里 2-36-8

TEL◎ 03-3891-6115

URL◎ http://www.aen.arakawa.tokyo.jp/SUWADAI-J/

公開研究会◎ 2014 年 11月（予定）

　

荒
川
区
立
諏
訪
台
中
学
校
は
、
目
指
す
学
校
像

に「
全
教
育
活
動
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
捉
え
、

基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
を
育
成
す
る
学
校
」
を
掲
げ
、

日
々
の
教
育
活
動
の
改
善
に
取
り
組
む
。
そ
の
背
景

に
は
、
若
者
の
生
き
る
力
の
低
下
に
対
す
る
、
清
水

隆
彦
校
長
の
強
い
危
機
感
が
あ
る
。

　
「
現
在
、
日
本
に
は
約
63
万
人
も
の
ニ
ー
ト
が
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
景
気
の
影
響
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
も
し
教
育
に
問
題
が
あ
り
、
チ
ー
ム
で

仕
事
が
出
来
な
い
、
課
題
解
決
力
が
身
に
付
い
て
い

な
い
と
い
う
人
が
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
も
い
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
に
は
義
務
教
育
段
階
で
の
責
任
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
が
人
間
関
係
を
築

く
力
や
課
題
解
決
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

教
育
の
中
身
を
見
直
す
べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
」

　

更
に
、
清
水
校
長
が
指
摘
す
る
の
が
子
ど
も
の
学

力
観
の
変
化
だ
。
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
や
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
＊
１
）

の
よ
う
に
数
字
に
表
れ
る
学
力
は
世
界
で
も
上
位
を

維
持
し
て
い
る
が
、「
学
習
が
楽
し
い
」「
学
校
で
の

学
習
が
将
来
の
役
に
立
つ
」
と
答
え
る
子
ど
も
の
割

合
は
他
国
と
比
べ
て
低
い
。

　
「
今
と
変
わ
ら
ず
、
10
年
、
20
年
前
も
私
た
ち
教

師
は
そ
れ
ぞ
れ
信
念
を
持
ち
、
一
生
懸
命
に
指
導
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
大
学
卒

業
間
際
に
な
っ
て
も
何
を
し
た
い
の
か
が
分
か
ら
な

い
、
将
来
の
目
標
が
持
て
な
い
と
い
う
学
生
が
い
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
授
業
に
も
取
り
入
れ

て
、
生
徒
が
意
欲
的
に
学
び
、
社
会
で
生
き
る
力
を

育
む
こ
と
が
急
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

一
方
、
幅
広
い
学
力
層
を
抱
え
る
と
い
う
学
校
独

自
の
課
題
も
あ
る
。
同
校
は
15
年
前
に
４
校
が
再
編

さ
れ
て
生
ま
れ
た
学
校
で
、
生
徒
の
学
力
や
気
質
、

保
護
者
の
教
育
に
対
す
る
期
待
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　
「
た
だ
宿
題
を
出
す
、
家
庭
学
習
時
間
の
目
標
を

設
定
す
る
だ
け
で
は
、
必
ず
し
も
生
徒
は
学
び
に
向

授
業
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で

改
善
し
、社
会
で
生
き
る
力
を
育
む

東
京
都　

荒
川
区
立
諏
訪
台
中
学
校

荒
川
区
立
諏
訪
台
中
学
校
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
で
行
う
も
の
と
位
置
付
け
る
。

中
で
も
力
を
入
れ
る
の
が
、
授
業
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
見
直
し
、
指
導
の
質
を
高
め
る
こ
と
だ
。

生
徒
が
身
に
付
け
る
べ
き
力
と
そ
の
手
段
を
明
確
に
し
、
生
徒
の
理
解
度
や
教
師
の
指
導
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

学
校
事
例

1
若
者
た
ち
の
生
き
る
力
の

低
下
に
危
機
感

◉
課
題
意
識

＊１　TIMSS…IEA 国際数学・理科教育動向調査、PISA…OECD 生徒の学習到達度調査
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か
い
ま
せ
ん
。
夢
や
希
望
を
持
ち
、
自
分
が
ど
う
生

き
て
い
く
の
か
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、学
ぶ
意
欲
を
加
速
さ
せ
、

真
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
課
題
意
識
の
下
、２
０
１
２
年
度
か
ら
、

学
校
全
体
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ
た

研
究
授
業
を
年
間
15
回
以
上
行
っ
て
い
る
。
13
年
度

か
ら
２
年
間
は
「
荒
川
区
授
業
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
研
究
指
定
校
」
と
な
り
、「
社
会
人
・
職
業
人
・

地
域
人
の
育
成
」
を
目
標
に
、
授
業
改
善
を
継
続
し

て
い
る
。

　

取
り
組
み
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
目
指
す
「
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
の
育
成
」
と

い
う
視
点
を
授
業
に
取
り
入
れ
な
が
ら
授
業
改
善
を

行
い
、
学
力
向
上
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
う
と
職
場
体
験
の
実
施
な

ど
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
が
、本
来
の
目
的
は
、キ
ャ

リ
ア
形
成
の
視
点
で
全
て
の
指
導
を
捉
え
て
、
教
育

活
動
全
体
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

授
業
に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
と

い
っ
て
も
、
教
科
学
習
の
要
素
を
削
る
わ
け
で
は
な

く
、
授
業
の
理
解
度
を
高
め
る
た
め
の
授
業
改
善
の

手
法
の
１
つ
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
盛
り

込
む
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
生
徒
の
意
欲
や
理
解
度

が
高
ま
り
、
学
力
向
上
に
結
び
付
く
こ
と
を
最
大
の

目
的
と
し
て
い
ま
す
」（
清
水
校
長
）

　

研
究
授
業
で
は
、
授
業
を
通
じ
て
身
に
付
け
た
い

力
を
焦
点
化
す
る
た
め
に
、
中
央
教
育
審
議
会
で
示

さ
れ
た
基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
に
沿
っ
て
、「
人
間

関
係
形
成
・
社
会
形
成
能
力
」「
自
己
理
解
・
自
己

管
理
能
力
」「
課
題
対
応
能
力
」「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
能
力
」
の
い
ず
れ
か
を
必
ず
盛
り
込
む
。
そ

れ
ら
を
育
成
す
る
手
段
と
し
て
「
人
間
関
係
形
成
能

力
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用
」「
学
校
図
書
館
活
用
」「
外

部
人
材
活
用
」
の
４
つ
の
観
点
を
設
定
し
、
こ
れ
を

マ
ト
リ
ク
ス
に
し
て
指
導
案
に
明
示
す
る
（
図
１
）。

　

研
究
授
業
は
年
間
15
回
以
上
行
い
、
教
師
全
員
が

必
ず
１
回
は
授
業
を
行
う
。
例
え
ば
、
１
年
生
で
研

究
授
業
を
行
う
場
合
は
、
２
・
３
年
生
の
教
師
は
分

担
し
て
１
年
生
の
各
教
室
に
入
り
、
該
当
の
授
業
を

参
観
す
る
。
そ
し
て
、
授
業
後
に
は
、
指
導
案
の
マ

ト
リ
ク
ス
を
見
な
が
ら
、
授
業
者
と
参
観
者
が
授
業

の
良
か
っ
た
点
、
改
善
す
べ
き
点
な
ど
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
す
る
。
授
業
で
ど
の
よ
う
に
基
礎
的
・
汎

用
的
能
力
を
育
成
し
て
い
る
の
か
、
４
つ
の
観
点
ご

と
に
具
体
例
を
見
て
い
く
。

①
人
間
関
係
形
成
能
力
（
協
議
型
授
業
）

　

人
間
関
係
を
構
築
す
る
力
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
発
表
を
取
り
入
れ
、
話
し
合
い

活
動
や
討
論
型
理
科
実
験
な
ど
を
行
う
。
例
え
ば
、

美
術
科
で
は
授
業
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点

を
、「
色
と
形
と
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
自
分
な
り
の

考
え
方
を
持
ち
、
表
現
す
る
力
の
育
成
」「
作
品
を

自
分
の
価
値
観
で
鑑
賞
で
き
る
力
の
育
成
」
と
規
定

し
た
。
そ
の
上
で
、
授
業
で
は
色
や
形
の
効
果
を
理

解
し
な
が
ら
言
葉
や
作
品
で
表
現
し
た
り
、
作
品
か

ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
を
批
評
的
な
視
点
で
発
表
・
記

述
し
た
り
す
る
活
動
を
行
い
、
人
間
関
係
形
成
能
力

や
言
語
力
・
表
現
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
活
用

　

電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
、
授
業

内
容
の
理
解
度
の
向
上
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
の
向

上
を
図
る
。
例
え
ば
、
体
育
科
の
跳
び
箱
の
授
業
で

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
で
模
範
演
技
を
見
せ
た
後
、

生
徒
が
跳
ん
で
い
る
様
子
を
撮
影
し
、
教
師
と
一
緒

に
動
画
を
見
な
が
ら
改
善
点
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力
や
課

題
対
応
能
力
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

英
語
科
で
は
、
生
徒
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
英
文

法
の
解
説
サ
イ
ト
を
探
し
て
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る
調

基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
の
観
点
で

授
業
内
容
を
捉
え
直
す

◉
取
り
組
み
の
ね
ら
い

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で

課
題
対
応
能
力
を
高
め
る

◉
授
業
に
取
り
入
れ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点

荒
川
区
立
諏
訪
台
中
学
校
校
長

清
水
隆
彦　
し
み
ず
・
た
か
ひ
こ  

「
先
生
方
に
は
、
全
て
の
生
徒
が
一
緒
に
考

え
ら
れ
る
よ
う
な
、
良
質
の
問
い
を
授
業
で

投
げ
掛
け
て
ほ
し
い
」

荒
川
区
立
諏
訪
台
中
学
校

山
崎
聡　
や
ま
ざ
き
・
さ
と
し  

研
究
主
任
。
英
語
科
担
当
。「
授
業
で
は
、

ど
の
生
徒
も
分
か
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
ず
に
指
導
し
た
い
」
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社会を生きる力を育む─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す

べ
学
習
、
文
書
作
成
ソ
フ
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
の
ス
ペ
ル
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
利
用
し
て
、

よ
り
正
確
な
英
文
を
作
る
練
習
な
ど
に
活
用
し
た
。

研
究
主
任
の
山
崎
聡
先
生
は
効
果
を
こ
う
話
す
。

　
「
手
書
き
で
は
教
師
は
三
単
現
の
Ｓ
を
直
す
だ
け

で
手
一
杯
で
、
単
語
の
間
違
い
ま
で
直
し
き
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り

正
確
な
英
文
を
効
率
的
に
学
ば
せ
る
こ
と
が
出
来
た

と
思
い
ま
す
」

③
学
校
図
書
館
の
活
用

　

学
校
図
書
館
の
利
用
は
、
同
校
が
最
も
力
を
入
れ

る
取
り
組
み
の
１
つ
だ
（
写
真
１
・
２
）。
英
語
科
で

は
、
図
書
館
で
好
き
な
本
を
選
び
、
英
語
で
紹
介
す

る
活
動
を
行
う
。
学
校
図
書
館
司
書
と
教
科
担
当
が

協
同
し
て
書
籍
で
の
調
べ
学
習
を
行
う
「
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
授
業
」
も
各
教
科
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
情
報
活
用
能
力
を
高
め
る
に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、『
調
べ
込
む
経
験
』

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索

し
て
ぱ
っ
と
情
報
を
得
る
の
と
、
膨
大
な
文
献
資
料

の
中
か
ら
自
分
で
必
要
な
情
報
を
探
し
出
す
作
業
は

全
く
違
い
ま
す
。
同
じ
情
報
に
た
ど
り
着
く
と
し
て

膨
大
な
本
や
資
料
の
中
か
ら

「
調
べ
込
む
経
験
」も
大
切

写真１　図書館では、学校図書館司書を中心に図書の並べ方や書籍の紹介、
室内レイアウトなどを工夫して生徒の活用を促している。年間利用者は３
年間で、延べ１万２０００人から１万６０００人に増えた

写真２　図書館には、「調
べ学習を進めるための３
つのポイント」が掲げら
れている

英語科学習指導案　１年生

1 教材・単元名

3 キャリア教育の観点
「人間関係形成・社会形成能力」は「多様な他者の考えや立場を理解し、相手の意見を聴いて自分の考えを正
確に伝えることが出来ると共に、自分の置かれている状況を受け止め、役割を果たしつつ他者と協力・協働
して社会に参画し、今後の社会を積極的に形成することが出来る力である」と定義されている。英語の授業では、
コミュニケーション・スキル、チームワーク、リーダーシップ等の育成を意識して指導している。

2 単元の目標
好きなことの紹介の仕方を知る
have / like / play　などを理解し、使う
好きなものや好きなことについて説明する

●

●

●

省略

＊同校の資料を基に編集部で作成

※文部科学省『中学校キャリア教育の手引き』より

人間関係形成能力
（協議型授業）

言語活動
としての話題

人間関係形成・
社会形成能力

自己理解・
自己管理能力 課題対応能力 キャリア

プランニング能力

○
相談、発表活動

○
発表活動

○
発表活動

○
ICＴ機器での例示

○
資料選定

○
発表活動

○
ＡＬＴ

学校図書館活用授業
（学校図書館活用授業）

外部人材活用授業
（教科、キャリア専門家）

人間関係形成・
社会形成能力

自己理解・
自己管理能力

課題対応能力

キャリア
プラン二ング能力

グループ

基礎的・
汎用的能力

ICＴ機器活用授業
（電子黒板、

タブレット活用授業）

授 業 の 手 段

目

的

■「基礎的・汎用的能力の育成」に特に関連する外国語（英語）科の指導内容

自分の気持ちや身の
回りの出来事などの
中から、簡単な表現
を用いてコミュニ
ケーションを図れる
ような話題を取り上
げる

〈聞くこと〉
・まとまりのある英語を
聞いて、概要や要点を
適切に聞き取ること
〈話すこと〉
・聞いたり読んだりした
ことなどについて、問答
したり意見を述べ合っ
たりすること

〈聞くこと〉
・質問や依頼などを聞
いて適切に応じること
〈話すこと〉
・伝言や手紙などの文
章から書き手の意向を
理解し、適切に応じる
こと

〈話すこと〉
・与えられたテーマに
ついて簡単なスピーチ
をすること
・つなぎ言葉を用いる
など工夫をいろいろし
て、話を続けること

〈読むこと〉
・書かれた内容や考え
方などを捉えること
〈書くこと〉
・感想、賛否やその理
由を書いたりすること
・聞いたり読んだりした
ことなどについて、自分
の考えや気持ちを書く
こと

図１ 基礎的・汎用的能力育成に関する手段と目的のマトリクス（例）
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も
、
本
を
読
み
な
が
ら
調
べ
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
そ

の
も
の
が
、
社
会
人
に
必
要
な
情
報
活
用
力
を
育
む

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
清
水
校
長
）

　

例
え
ば
、
世
界
の
気
象
状
況
を
調
べ
る
時
、
気
象

に
関
す
る
本
を
片
っ
端
か
ら
探
し
て
み
る
。
答
え
は

見
つ
か
ら
な
く
て
も
、
次
に
何
を
調
べ
れ
ば
よ
い
の

か
を
考
え
、
仲
間
と
協
同
し
て
調
べ
、
物
事
を
掘
り

下
げ
て
い
く
体
験
は
、
単
な
る
情
報
活
用
能
力
に
と

ど
ま
ら
な
い
知
の
探
究
へ
と
生
徒
を
誘
う
。

④
外
部
人
材
の
活
用

　

Ｔ
Ａ
（
＊
２
）
や
地
域
の
協
力
を
得
て
行
う
授
業

も
頻
繁
に
行
う
。
例
え
ば
、
英
語
科
で
は
大
学
生
の

Ｔ
Ａ
を
３
人
入
れ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
合
わ
せ
て
５
人
で
授

業
を
行
っ
た
り
、理
科
で
は
ゲ
ス
ト
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

を
招
い
て
実
験
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
地
域
や
社

会
、
産
業
界
と
連
携
し
、
生
徒
に
世
の
中
の
実
態
を

伝
え
、
学
校
で
の
学
び
や
進
路
選
択
へ
の
気
付
き
を

与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
「
授
業
の
手
段
と
し
た
こ
れ
ら
の
４
つ
の
観
点
は
、

部
分
的
に
は
多
く
の
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
大
切
な
の
は
、
こ
れ
ら
が
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
視
点
に
な
る
と
意
識
し
て
授
業
を
見
直
す
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
清
水
校
長
）

　

授
業
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ほ
か
に
は
、
勤

労
留
学
（
職
場
体
験
）
や
校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
職

業
人
講
話
）
を
実
施
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
取
り
組

み
も
、
仕
事
内
容
を
知
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
い

な
い
の
が
、
同
校
の
特
徴
だ
。

　

５
日
間
の
勤
労
留
学
で
は
、
仕
事
の
中
身
だ
け
で

は
な
く
、
働
く
こ
と
の
大
変
さ
、
社
会
人
と
し
て
身

に
付
け
て
お
き
た
い
力
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
い
る
。「
約
束
通
り
仕
事
が
出
来
な
け
れ

ば
厳
し
い
指
導
を
受
け
る
」「
単
に
話
す
の
で
は
な

く
相
手
に
分
か
る
よ
う
に
伝
え
る
」
と
い
っ
た
体
験

を
通
し
て
、
社
会
の
一
端
を
知
る
。
そ
れ
ら
の
経
験

を
学
校
生
活
に
結
び
付
け
、
今
、
何
を
努
力
し
、
生

活
を
ど
う
見
直
す
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
る
の
が
最
終

的
な
目
的
だ
と
、
清
水
校
長
は
語
る
。

　
「
体
験
先
の
上
司
が
言
う
こ
と
や
働
く
上
で
の

ル
ー
ル
が
、
実
は
学
校
の
先
生
が
話
す
内
容
と
同
じ

で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
生
徒
も
い
ま
す
。
社
会
で
求

め
ら
れ
る
こ
と
と
、
学
校
生
活
で
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
実
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
気
付
き
、
日
々

の
学
校
生
活
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
大

き
く
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

勤
労
留
学
で
重
要
な
の
が
、事
前
事
後
の
指
導
だ
。

単
に
「
良
か
っ
た
」「
出
来
な
か
っ
た
」
と
い
う
感

想
で
は
な
く
、
勤
労
留
学
で
ど
の
よ
う
な
気
付
き
が

あ
っ
た
の
か
、
何
を
学
ん
だ
の
か
を
、
生
徒
が
焦
点

化
す
る
こ
と
こ
そ
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、

勤
労
留
学
前
に
は
、キ
ャ
リ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
よ
る
マ
ナ
ー
研
修
を
行
い
、
事
後
は
振
り
返
り
の

作
文
を
書
く
ほ
か
、
三
者
面
談
を
行
う
。
勤
労
留
学

で
気
付
い
た
こ
と
を
担
任
や
保
護
者
と
話
し
合
い
、

そ
こ
で
得
た
体
験
を
日
常
生
活
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

で
き
る
よ
う
に
意
識
化
さ
せ
て
い
る
。

　

ゲ
ス
ト
講
師
を
招
い
て
自
分
の
仕
事
に
つ
い
て

語
っ
て
も
ら
う
「
校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
も
、
趣
旨

は
勤
労
留
学
と
同
じ
だ
。
話
の
内
容
は
、
仕
事
の
中

身
が
半
分
ほ
ど
で
、
中
心
と
な
る
の
は
仕
事
の
や
り

が
い
や
、
中
学
校
時
代
に
頑
張
っ
て
お
き
た
い
こ
と

だ
。「
約
束
の
時
間
に
１
分
で
も
遅
れ
る
と
仕
事
が

な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
学
校
の
宿
題
も
１
日
く
ら

い
な
ら
遅
れ
て
も
よ
い
と
い
う
考
え
は
、
社
会
で
は

通
用
し
な
い
」。
そ
う
し
た
話
を
社
会
人
か
ら
聞
く

こ
と
で
、
学
校
生
活
の
意
味
を
再
確
認
す
る
。

　

勤
労
留
学
や
校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
生
徒
が

知
ら
な
い
職
業
と
出
合
い
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
も

重
視
す
る
。
13
年
度
の
校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、

弁
護
士
や
医
師
、
企
業
経
営
者
、
新
聞
記
者
な
ど
幅

広
い
業
種
の
講
師
を
招
い
て
30
講
座
を
設
け
た
。
生

徒
は
１
人
３
講
座
を
受
講
す
る
が
、
生
徒
自
身
が
選

べ
る
の
は
１
講
座
で
、
あ
と
の
２
つ
は
抽
選
で
決
ま

る
。
今
は
ま
だ
興
味
が
な
い
、
ま
た
は
知
ら
な
い
仕

事
に
就
く
人
の
話
を
聞
い
て
、
視
野
を
広
げ
る
と
共

に
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
も
や
り
が
い
が
あ
る
こ
と

を
生
徒
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
だ
（
図
２
）。

　

例
え
ば
、
女
子
生
徒
が
プ
ロ
野
球
関
係
者
の
話
を

聞
き
に
い
き
、
男
性
の
仕
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
た

職
場
に
、
女
性
が
多
く
進
出
し
て
い
る
こ
と
を
知
る

校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

働
く
こ
と
へ
の
視
野
を
広
げ
る

勤
労
留
学
を
学
校
生
活
の

改
善
に
結
び
付
け
る

◉
職
場
体
験
の
工
夫

＊２　Teaching Assistant の略
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社会を生きる力を育む─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す

こ
と
も
あ
る
。
抽
選
で
仕
事
を
選
ぶ
の
は
勤
労
留
学

も
部
分
的
に
は
同
じ
で
、
女
子
生
徒
が
旋
盤
工
場
に

行
っ
て
職
人
と
一
緒
に
働
く
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

勤
労
留
学
や
校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
効
果
的
な
活

動
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
用
に
あ
る
と
い
う
。
13
年
度
の

校
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

協
力
を
得
て
多
様
な
業
種
の
講
師
を
招
く
こ
と
が
出

来
た
。
た
だ
、
取
り
組
み
は
あ
く
ま
で
学
校
主
導
で

行
う
べ
き
だ
と
、
清
水
校
長
は
強
調
す
る
。

　
「
プ
ロ
の
力
を
借
り
る
時
、
往
々
に
し
て
全
て
を

任
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
学
校
で
は
よ
く
あ
る
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
プ
ロ
は
、
あ
く
ま
で
学
校
を
支
援

す
る
立
場
で
あ
り
、
教
師
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
学
校
に
来
る
こ
と
は
、
教
師
の
研
修
に
も
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
業
界
の
プ
ロ
と
の
協
同
作

業
を
通
し
て
、
表
現
や
指
導
の
仕
方
、
話
し
ぶ
り
な

ど
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
」

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
改
革
に
よ
り
、
生
徒
の
意
識
に

変
化
が
表
れ
つ
つ
あ
る
。
毎
年
実
施
す
る
荒
川
区
の

生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
意
欲
的
に
学
ぶ
姿
勢
が

徐
々
に
身
に
付
い
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
ま
た
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
し
た
い
」

と
い
う
よ
う
に
、
将
来
の
夢
に
具
体
的
な
仕
事
内

容
を
掲
げ
る
生
徒
も
現
れ
始
め
て
い
る
。「
こ
の
先
、

希
望
は
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
時
で
も
広

い
視
野
を
持
て
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
進
路
選
択
に

お
い
て
プ
ラ
ス
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
清
水
校
長
は

評
価
す
る
。

　

何
よ
り
も
変
わ
っ
た
の
は
教
師
の
意
識
だ
。
当
初

は
、
清
水
校
長
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
義
を
説
く
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
今
で
は
職
員
室
な
ど
で

「
こ
の
取
り
組
み
は
社
会
形
成
能
力
の
育
成
に
つ
な

が
る
」「
課
題
対
応
能
力
が
高
ま
っ
て
い
る
」
な
ど
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
内
容
が
話
題
に
上
る
よ
う

に
な
っ
た
。
同
校
で
は
、文
部
科
学
省『
中
学
校
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
手
引
き
』
を
教
師
一
人
ひ
と
り
に
配
布

し
た
。
付
せ
ん
や
マ
ー
カ
ー
だ
ら
け
に
な
る
ほ
ど
読

み
込
む
教
師
も
い
る
と
い
う
。

　

研
究
授
業
以
外
の
普
段
の
授
業
も
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用

し
、
人
間
関
係
形
成
能
力
や
課
題
対
応
能
力
の
向
上

に
努
め
る
教
師
が
増
え
て
お
り
、
清
水
校
長
も
「
今

ま
で
の
授
業
と
は
構
成
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
て
い
ま
す
」
と
評
価
す
る
。

　

現
場
の
変
化
は
教
師
自
身
も
実
感
し
て
い
る
。

　
「
英
語
科
で
は
、
以
前
か
ら
生
徒
同
士
の
学
び
合

い
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
が
、『
英
語
を
通
じ
て

ど
ん
な
人
を
育
て
た
い
の
か
』
と
い
う
視
点
で
授
業

を
組
み
立
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
勤
労

留
学
の
受
け
入
れ
を
お
願
い
す
る
際
は
、
た
だ
リ
ス

ト
の
上
か
ら
順
に
電
話
を
掛
け
る
の
で
は
な
く
、
実

際
に
教
師
が
出
向
い
て
一
社
一
社
交
渉
に
当
た
り
ま

し
た
。
最
初
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
向
き
合
っ
て
話

を
す
る
こ
と
で
取
り
組
み
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
私
た
ち
の
社
会
性
も
高
ま
っ
た

の
を
感
じ
ま
す
」（
山
崎
先
生
）

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
成
果
は
す
ぐ
目
に
見
え
る
よ

う
な
形
で
表
れ
る
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
ャ
リ
ア
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
授
業
が
変
わ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
少
し
で
も
生
徒
が
授
業
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
大
き
な
成
果
で

し
ょ
う
。
本
校
で
も
全
て
の
先
生
の
授
業
が
変
わ
っ

た
と
い
え
る
と
こ
ろ
ま
で
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
更

に
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
義
を
浸
透
さ
せ
、
教
育
の
質

を
高
め
る
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
」（
清
水
校
長
）

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
が

日
常
の
教
育
活
動
に
も
浸
透

◉
成
果
と
課
題

機械エンジニア受講（３年生女子）…「機械エンジニア」という意味も知りませんで
した。私は機械を触るのも苦手で、機械に興味がなかったのですが、今回の話を聞
いて、「機械エンジニア」の素晴らしさが分かりました。
会社経営受講（３年生男子）…社長さんのイメージが変わりました。物事を判断する
ことが大事だということが分かりました。社長はただ偉そうにしているのではなく、社
員の皆さんをしっかりまとめる大変な仕事だと分かりました。
映像ディレクター受講（１年生女子）…映像は、人の心を動かせるものだと分かり
ました。人を喜ばせることや、作品を「一生の宝物」と言われてみたいと思いました。
クッキーソムリエ受講（１年生女子）…母も同じことを言っていましたが、食事は自
分のために作ろうと思うとあまりおいしく作れない。人のためにおいしくと思って作る
ことが大切だと分かりました。
ライター受講（３年生男子）…いろいろ「やってみる」ことの大切さ、「人との出会
い」を大切にすること、プラス、マイナスがあっても「自分の可能性」を信じてこれから
も頑張りたいと思いました。

●

●

●

●

●

＊同校の資料を基に編集部で作成

図２ 校内ハローワークを受講した感想
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S c h o o l  D a t a
◎1974（昭和 49）年に名古屋
市立鳴海中学校分校として設立。
「集・学・伸」を校訓として、主
体的に考えて行動する生徒の育
成を目指す。校名は、校区にあ
る松尾芭蕉生前唯一の建立句碑
「千鳥塚」に由来する。

校長◎清水克博先生　

生徒数◎ 352 人　　学級数◎１１学級（うち特別支援学級１）

所在地◎〒458-0801　愛知県名古屋市緑区鳴海町字山ノ神108

TEL◎ 052-891-8601

URL◎ http://www.chidorigaoka-j.nagoya-c.ed.jp/

公開研究会◎未定

　

名
古
屋
市
立
千ち

ど
り
が
お
か

鳥
丘
中
学
校
は
、
名
古
屋
市
東
南

に
位
置
す
る
緑
区
北
部
の
住
宅
街
に
あ
る
中
規
模
校

だ
。
生
徒
は
落
ち
着
い
て
の
び
の
び
と
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
る
が
、
数
年
前
ま
で
は
近
隣
校
の
中
で
も

生
徒
指
導
が
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
学
校
だ
っ
た
。
連

日
の
よ
う
に
、
生
徒
の
問
題
行
動
が
起
こ
り
、
そ
う

し
た
生
徒
か
ら
身
を
守
る
よ
う
に
、
他
の
生
徒
は

ひ
っ
そ
り
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
保
護
者
か
ら

理
不
尽
な
意
見
を
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
教
師

は
生
徒
と
保
護
者
双
方
の
対
応
に
追
わ
れ
る
状
況
が

続
い
て
い
た
と
い
う
。

　

２
０
１
０
年
度
に
赴
任
し
た
清
水
克
博
校
長
は
、

そ
う
し
た
生
徒
の
校
則
違
反
や
保
護
者
の
理
不
尽
な

要
求
に
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
臨
む
方
針
を
明
確
に

し
た
。
併
せ
て
、
改
革
の
柱
に
し
た
の
が
キ
ャ
リ
ア

教
育
だ
っ
た
。

　
「
本
校
の
校
訓
は
『
集
・
学
・
伸
』
で
す
が
、
当

時
の
生
徒
は
『
集
う
』
の
で
は
な
く
『
群
れ
る
』
の

状
態
で
し
た
。
同
じ
目
的
の
下
に
集
う
集
団
に
す
る

た
め
に
は
、
生
徒
指
導
だ
け
で
は
な
く
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
充
実
さ
せ
、
生
徒
が
夢
や
目
標
を
持
つ
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
清
水
校
長
）

　

改
革
で
は
、
ま
ず
１
年
生
の
職
場
訪
問
、
２
年
生

で
の
職
場
体
験
の
改
善
に
着
手
し
た
。

　

11
年
11
月
、
１
年
生
は
、
職
場
訪
問
の
事
前
学
習

で
「
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ
®」
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

こ
れ
は
、
自
分
の
夢
を
文
章
や
写
真
な
ど
を
使
っ
て

台
紙
に
表
現
し
、
漠
然
と
描
い
て
い
る
夢
を
視
覚
化

す
る
と
い
う
も
の
。
生
徒
に
、
目
標
を
持
っ
て
生
活

す
る
大
切
さ
に
気
付
い
て
ほ
し
い
と
い
う
ね
ら
い
が

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
夢
に
関
連
す
る
事
業
所
を
訪

１
年
生
か
ら
将
来
を
考
え
さ
せ

目
標
を
持
っ
て
今
を
し
っ
か
り
進
む

愛
知
県　

名
古
屋
市
立
千ち

ど

り

が

お

か

鳥
丘
中
学
校

名
古
屋
市
立
千
鳥
丘
中
学
校
は
、
か
つ
て
生
徒
指
導
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
た
が
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入
れ
始
め
て
か
ら
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
。
現
在
は
、
３
年
生
２
学
期
か
ら
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
着
手
。
志
望
校
を
探
す
だ
け
の
進
路
指
導
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
生
き
方
指
導
」
を
追
求
す
る
。

学
校
事
例

2
生
徒
指
導
や
保
護
者
対
応
で

募
る
教
師
の
疲
弊
感

◉
課
題
意
識

「
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ
®」で
夢
を
可
視
化

そ
の
上
で
訪
問
先
を
選
択

◉
職
場
訪
問
・
職
場
体
験
の
改
善
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特集

社会を生きる力を育む─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す

問
し
、職
業
人
に
話
を
聞
き
、一
人
ひ
と
り
が
レ
ポ
ー

ト
に
ま
と
め
る
。
事
後
に
は
職
場
訪
問
発
表
会
を
開

き
、
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
生
徒
間
で
共
有
す
る
。

　

ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ
®
作
成
時
に
は
、
一
般
社
団
法

人
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ
普
及
協
会
か
ら
講
師
を
招
き
、

指
導
に
当
た
っ
て
も
ら
っ
た
。
教
師
に
負
担
が
掛
か

り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
清
水
校
長
の
方
針
と
し
て
可

能
な
限
り
外
部
人
材
を
活
用
し
て
い
る
。

　
「
教
育
活
動
は
継
続
性
が
大
切
で
す
。
こ
れ
な
ら

出
来
そ
う
だ
と
見
通
し
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
外
部
の
力
を
活
用
し
、
な
る
べ
く
教
師
の
負
担

を
減
ら
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
１
つ
で
も
新
し
い

取
り
組
み
が
定
着
す
れ
ば
、
先
生
方
は
達
成
感
が
得

ら
れ
ま
す
し
、
生
徒
の
た
め
に
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と

い
う
思
い
も
高
ま
り
ま
す
。
そ
れ
が
次
の
取
り
組
み

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
清
水
校
長
）

　

２
年
生
の
職
場
体
験
で
も
、
事
前
事
後
の
指
導
を

徹
底
す
る
。
プ
ロ
の
講
師
を
招
い
た
マ
ナ
ー
講
習
会

後
、
３
日
間
の
職
場
体
験
を
行
い
、
事
後
は
礼
状
の

送
付
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
、
発
表
会
を
行
う
。

　

職
場
訪
問
・
職
場
体
験
の
い
ず
れ
も
、
生
徒
は
事

業
所
一
覧
か
ら
第
４
希
望
ま
で
を
選
び
、
志
望
理
由

を
書
く
。
将
来
な
り
た
い
職
業
に
直
結
す
る
訪
問
先

に
決
ま
る
生
徒
は
ご
く
少
数
だ
。
第
２
、
第
３
希
望

に
決
ま
る
生
徒
も
い
れ
ば
、
一
覧
表
に
希
望
す
る
職

業
が
な
い
場
合
も
あ
る
。
３
学
年
主
任
の
佐
藤
愛
先

生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
実
社
会
で
は
、
自
分
の
思
い
通
り
の
仕
事
に
就

け
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。希
望
と
異
な
る
職
種
で
も
、

一
生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
発

見
が
あ
っ
た
り
、
自
分
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
に
気
付

い
た
り
し
て
、
自
分
を
磨
こ
う
と
す
る
意
識
が
芽
生

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

事
後
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
体
験
し
た
内
容
だ
け
で

な
く
、
訪
問
先
で
学
ん
だ
こ
と
、
大
切
だ
と
思
っ
た

こ
と
を
書
く
生
徒
が
目
立
つ
と
い
う
。

　

次
に
着
手
し
た
の
は
、
３
年
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

だ
。
そ
れ
は
、
現
３
年
生
の
気
質
と
も
関
係
し
て
い

る
。
同
学
年
は
入
学
時
か
ら
問
題
行
動
が
少
な
く
、

明
る
く
元
気
な
生
徒
が
多
い
半
面
、
特
に
男
子
生
徒

に
精
神
的
に
幼
い
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
進
路
指
導
主

事
の
清
水
亮
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
現
３
年
生
は
仲
が
良
く
、
学
校
行
事
で
は
ク
ラ

ス
一
体
と
な
っ
て
頑
張
り
、
力
を
発
揮
し
ま
す
。
学

校
生
活
で
は
友
だ
ち
と
一
緒
に
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
頑
張
れ
る
の
で
す
が
、
い
ざ
進
路
に
向
け
て
一
歩

を
踏
み
出
す
と
な
る
と
、自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
、

ど
の
方
向
に
進
め
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
生
徒
が

目
立
ち
ま
し
た
。
集
団
で
培
っ
て
き
た
力
を
、
自
分

自
身
の
進
路
を
切
り
開
く
力
に
換
え
ら
れ
る
よ
う

に
、
教
師
が
後
押
し
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
13
年
度
、
３
年
生
２
学
期
に
始
め
た
の

が
「D

ream
s Com

e T
rue Card

」（
以
下
、
ド
リ

カ
ム
カ
ー
ド
）
だ
。
こ
れ
ま
で
の
進
路
学
習
や
学
習

の
軌
跡
を
振
り
返
る
た
め
、
志
望
校
の
志
望
理
由
や

自
己
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
進
路
講
演
会
、
体
験
入
学
の

振
り
返
り
な
ど
を
記
入
し
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
た

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
だ
。

　
「
目
的
意
識
を
明
確
に
持
ち
、
そ
こ
に
向
か
っ
て

努
力
し
た
生
徒
は
、
思
い
描
い
た
通
り
の
環
境
で
は

な
く
て
も
、
新
た
な
目
標
を
見
つ
け
て
頑
張
る
こ
と

が
出
来
る
で
し
ょ
う
。
一
方
で
、『
ど
こ
か
に
行
け

れ
ば
よ
い
』
と
い
う
気
持
ち
で
進
路
を
決
め
た
生
徒

は
、
第
１
志
望
校
に
入
学
し
て
も
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
そ
こ
で
考

え
た
こ
と
を
書
き
出
し
、
自
分
の
成
長
を
客
観
的
に

見
つ
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
選
択
の
プ
ロ
セ
ス

を
強
く
意
識
さ
せ
、自
分
の
意
思
で
進
路
先
を
選
択
・

決
定
さ
せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」（
佐
藤
先
生
）

学
校
生
活
の
軌
跡
を

カ
ー
ド
に
ま
と
め
て
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

◉
「
ド
リ
カ
ム
カ
ー
ド
」の
取
り
組
み

名
古
屋
市
立
千
鳥
丘
中
学
校
校
長

清
水
克
博　
し
み
ず
・
か
つ
ひ
ろ  

「
実
践
に
基
づ
い
た
確
か
な
自
信
を
生
徒
が

持
て
る
よ
う
、
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
」

名
古
屋
市
立
千
鳥
丘
中
学
校

清
水
亮　
し
み
ず
・
り
ょ
う  

進
路
指
導
主
事
。
数
学
科
担
当
。「
生
徒
が

き
ち
ん
と
目
的
を
持
っ
て
進
路
選
択
が
出

来
る
よ
う
心
掛
け
て
指
導
し
て
い
る
」

名
古
屋
市
立
千
鳥
丘
中
学
校

佐
藤
愛　
さ
と
う
・
あ
い  

３
学
年
主
任
。
社
会
科
担
当
。「『
努
力
す

る
者
夢
を
語
る
』。
一
緒
に
夢
を
語
れ
る
生

徒
を
育
て
て
い
き
た
い
」
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３
年
生
２
学
期
以
降
の
指
導
の
流
れ
は
お
お
よ
そ

次
の
通
り
と
な
る
（
図
）。

　

９
月
は
第
２
回
進
路
希
望
調
査
、
10
月
は
第
３
回

進
路
希
望
調
査
を
基
に
、
第
１
志
望
校
の
志
望
理
由

や
そ
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
、
体
育
大
会
や

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
学
校
行
事
の
振
り
返
り
を
通

し
て
自
ら
の
成
長
を
客
観
的
に
見
つ
め
る
。

　

11
月
末
に
は
、
３
年
間
を
振
り
返
り
、
過
去
に
参

加
し
た
委
員
会
・
係
活
動
、
校
内
表
彰
な
ど
の
活
動

履
歴
、
得
意
科
目
や
尊
敬
す
る
人
、
最
近
読
ん
だ
本
、

自
己
ア
ピ
ー
ル
な
ど
を
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
た
過

去
の
ド
リ
カ
ム
カ
ー
ド
や
行
事
の
振
り
返
り
、
通
知

表
な
ど
を
見
な
が
ら
記
入
す
る
。
主
に
高
校
入
試
の

面
接
（
＊
）
を
意
識
し
た
事
項
を
通
し
て
、
自
分
の

内
面
を
掘
り
下
げ
て
い
く
。
12
月
は
、
第
１
志
望
校

に
入
学
し
た
自
分
の
姿
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
更
に
、

進
路
が
決
定
す
る
１
〜
３
月
は
、
中
学
校
卒
業
後
に

伸
ば
し
て
い
き
た
い
自
分
の
特
性
、「
選
ば
れ
る
人
」

に
な
る
た
め
に
必
要
な
力
な
ど
、
高
校
・
大
学
卒
業

後
を
見
据
え
た
将
来
を
考
え
さ
せ
る
。

　
「
志
望
校
に
合
格
し
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
と
い
う

目
標
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
の

か
、
ど
う
い
う
生
き
方
を
し
た
い
の
か
と
い
う
こ
と

を
問
い
掛
け
て
い
き
た
い
。
進
路
が
決
ま
っ
た
時
期

こ
そ
、
改
め
て
未
来
の
自
分
を
考
え
る
良
い
機
会
だ

と
考
え
て
い
ま
す
」（
清
水
亮
先
生
）

志
望
校
選
択
に
向
け
て

３
年
間
の
中
学
校
生
活
を
掘
り
起
こ
す

＊愛知県の公立高校入試では全ての高校・学科で面接が実施される

上はドリカムカード③、左
はドリカムカード⑥。ドリカ
ムカード⑥は３枚1組で、２
枚目以降は、高校入試で
の面接練習に向けて、今
までの活動などの振り返り
から自己PRを記入する

写真　取材当日は学活の時間を使い、ドリカムカード⑥を書く活動を
行っていた。活動前半は私語をしていた生徒も、机間指導をする佐藤
先生から声を掛けられると、自分を振り返り、後半は集中して自己Ｐ
Ｒなどの記入に取り組んでいた

第２回進路希望調査に合わせて、志望理由やそれに向けて頑張ってい
ること、直前に終えた体育大会の振り返りを書く（ドリカムカード①）
合唱コンクールの振り返り、服装や身だしなみ、授業の取り組み方など、
生活態度をチェックする（ドリカムカード②）
第１志望校の志望理由、そのために努力していること（ドリカムカード
③右図参照）、高校の先生を招いた進路講演会に向けた事前調査と事
後記録（ドリカムカード④）、教育相談（保護者会）を控えての学習・学
校生活・家庭生活等に関するアンケート（ドリカムカード⑤）、３年間の
活動履歴と自己ＰＲ（ドリカムカード⑥右下図参照）
第１志望校の志望理由と、志望校での高校生活を想像して、その様子
を書く（ドリカムカード⑦）
中学卒業後に伸ばしていきたい自分の特性、「選
ばれる人」になるために必要な力や展望を書く

１～３月

12月

11月

10月

9月

＊同校の資料を基に編集部で作成

図 「ドリカムカード」の活用の流れ

ドリカムカード③

ドリカムカード⑥
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ド
リ
カ
ム
カ
ー
ド
の
利
点
は
、
生
徒
が
自
身
の
活

動
の
軌
跡
を
振
り
返
り
、
志
望
を
焦
点
化
で
き
る
こ

と
に
あ
る
。
ま
た
、
教
師
に
と
っ
て
も
、
進
路
希
望

調
査
に
記
さ
れ
た
志
望
校
名
だ
け
で
は
く
み
取
る
こ

と
が
難
し
い
生
徒
の
意
思
や
、
選
択
の
根
拠
を
知
る

手
掛
か
り
に
な
る
。
ド
リ
カ
ム
カ
ー
ド
の
記
述
を
踏

ま
え
て
教
育
相
談
や
保
護
者
会
を
繰
り
返
し
行
っ
た

と
こ
ろ
、
家
が
近
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
志
望
校
を

選
ん
で
い
た
生
徒
が
、
徐
々
に
自
分
の
可
能
性
に
目

を
向
け
、
志
望
校
を
変
更
し
、
高
校
卒
業
後
の
姿
を

思
い
描
い
た
選
択
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ド
リ
カ
ム
カ
ー
ド
の
重
要
な
役
割

の
１
つ
は
、
進
路
に
向
か
っ
て
一
歩
を
踏
み
出
す
自

信
と
勇
気
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
目
標
は
、
目
指
す
学
校
に
入

る
、
将
来
な
り
た
い
職
業
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
確
実
な
世
の
中
で
、
た
く
ま
し

く
生
き
抜
い
て
い
く
力
を
付
け
る
こ
と
こ
そ
が
真
の

目
標
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、何
よ
り
も
生
徒
が『
自

分
な
ら
出
来
る
』
と
い
う
自
信
を
持
つ
こ
と
が
重
要

で
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
『
根
拠
の
あ
る
自
信
』
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
う
ぬ
ぼ
れ
で
は
な
く
、
自

分
は
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
た
か
ら
大
丈
夫
だ
と
い
う
体

験
が
あ
れ
ば
、
こ
の
先
、
つ
ま
ず
く
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
努
力
す
れ
ば
次
は
う
ま
く
い
く
と
考
え
ら
れ
、

挑
戦
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」（
清
水
校
長
）

　

体
育
大
会
や
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
行
事
後

に
、「
自
分
が
得
た
も
の
、
皆
の
た
め
に
自
分
が
出

来
た
こ
と
」
を
考
え
さ
せ
る
の
も
そ
の
た
め
だ
。
行

事
を
通
し
て
自
分
の
成
長
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、生
徒
は
自
己
肯
定
感
を
高
め
、自
信
を
持
っ

て
志
望
動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ
を
書
く
こ
と
が
出
来
る
。

　

自
分
が
何
が
出
来
た
の
か
に
気
付
い
て
い
な
い
生

徒
に
は
、
教
師
が
そ
っ
と
背
中
を
押
す
。「
昨
年
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
皆
の
た
め
に
頑
張
れ
た
よ

ね
」「
体
育
大
会
の
振
り
返
り
で
、
人
の
役
に
立
て

る
こ
と
が
分
か
っ
た
っ
て
書
い
て
い
た
ね
」
と
声
を

掛
け
る
こ
と
で
、生
徒
は
き
っ
か
け
を
つ
か
み
、滞
っ

て
い
た
筆
が
す
ら
す
ら
と
動
き
始
め
る
。
教
師
の
一

言
が
、
生
徒
の
過
去
・
現
在
・
未
来
を
つ
な
ぎ
、
進

路
に
向
け
て
力
強
く
歩
み
始
め
る
勇
気
を
与
え
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
は
教
師
自
身
が
学
ぶ
こ
と

も
多
か
っ
た
と
、
佐
藤
先
生
は
振
り
返
る
。
そ
の
１

つ
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
決
し
て
特
別
な
取
り
組
み

で
は
な
い
と
認
識
を
新
た
に
し
た
こ
と
だ
。

　
「
ド
リ
カ
ム
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
気
付
い
た
の
は
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
整
理
す
る
こ
と
で
キ
ャ
リ

ア
教
育
は
十
分
行
え
る
こ
と
で
す
。
ど
の
学
校
、
ど

の
学
年
で
も
行
え
る
『
普
通
の
取
り
組
み
』
で
あ
る

こ
と
が
、
汎
用
し
、
定
着
す
る
た
め
に
は
大
切
な
の

で
す
。
３
年
前
、
進
路
指
導
主
事
を
務
め
て
い
た
時

に
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
、
そ
こ
ま
で
研
究

で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
見
る
こ
と

で
、
自
分
の
指
導
に
一
本
筋
を
通
す
こ
と
が
出
来
た

と
感
じ
て
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

２
つ
め
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
再
構
築
が
進
路
指

導
に
つ
い
て
考
え
直
す
機
会
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
以

前
は
、
生
徒
の
た
め
に
進
学
先
を
確
保
す
る
こ
と
に

力
を
入
れ
る
あ
ま
り
、
必
ず
し
も
高
校
入
学
後
や
高

校
卒
業
後
、
社
会
人
と
な
っ
た
時
の
こ
と
ま
で
を
深

く
考
え
た
指
導
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
「
生
徒
や
保
護
者
と
時
間
を
掛
け
て
話
し
合
っ
て

決
め
た
志
望
校
に
も
か
か
わ
ら
ず
退
学
し
て
し
ま
う

生
徒
を
見
て
、
自
分
の
指
導
は
本
当
に
良
か
っ
た
の

か
と
い
う
反
省
も
あ
り
ま
し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

体
系
化
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
内
面
を
く
み
取
り
な

が
ら
、
そ
の
生
徒
が
３
年
間
を
ど
ん
な
環
境
で
過
ご

す
か
を
見
通
し
、
き
め
細
か
な
進
路
指
導
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
」（
佐
藤
先
生
）

　

こ
の
よ
う
な
広
い
視
野
を
持
っ
た
教
師
を
更
に
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
清
水
校
長
は
語
る
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め

に
は
、
教
師
自
身
が
幅
広
い
視
野
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
学
校
外
の
人
材
と
の
交
流
や
外
部

研
修
の
機
会
な
ど
を
増
や
し
、
そ
う
し
た
体
験
を
通

し
て
教
師
自
身
が
社
会
を
知
り
、
視
野
を
広
げ
て
い

く
こ
と
で
、
本
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
も
次
の
ス
テ
ッ

プ
へ
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
」

学
校
生
活
を
振
り
返
り

「
根
拠
の
あ
る
自
信
」を
育
む

出
口
を
探
す
指
導
か
ら

生
き
方
を
考
え
る
指
導
へ

◉
成
果
と
課
題
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「
授
業
は
ど
う
で
す
か
」「
テ
ス
ト
は
難
し
い
で

す
か
」
と
好
奇
心
に
満
ち
た
目
で
問
い
掛
け
る
小

学
６
年
生
に
、
中
学
１
年
生
が
「
す
ぐ
仲
良
く
な

れ
る
よ
」「
ノ
ー
ト
は
こ
う
や
っ
て
ま
と
め
る
ん
だ

よ
」
と
丁
寧
に
答
え
る

│
。
こ
れ
は
、
高
槻
市
立

第
四
中
学
校
の
校
区
に
あ
る
赤
大
路
小
学
校
と
富
田

小
学
校
の
６
年
生
が
、
10
月
の
３
日
間
、
中
学
校
に

体
験
入
学
し
た
時
の
様
子
だ
。
こ
の
企
画
・
運
営
は
、

２
０
１
０
年
度
か
ら
３
校
が
連
携
し
て
行
う
「
い
ま

と
み
ら
い
科
」
の
中
学
１
年
生
「
学
校
温
度
計
を
あ

げ
よ
う
⑦
」の
単
元
で
生
徒
が
自
ら
行
っ
た（
図
１
）。

　

同
校
は
、
２
つ
の
小
学
校
と
共
に
、
10
年
度
に
文

部
科
学
省
「
研
究
開
発
学
校
」、
高
槻
市
の
連
携
型

小
中
一
貫
教
育
推
進
モ
デ
ル
校
と
な
り
、
小
中
一
貫

教
育
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
１
９
８
０
年
代
半
ば

に
同
校
の
高
校
進
学
率
が
低
下
し
た
際
、
地
域
の
幼

稚
園
や
高
校
も
加
わ
り「
学
力
保
障
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
発
足
し
、
地
域
全
体
で
進
路
保
障
・
学
力
保
障
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
05
年
に
は
、
こ
の
活
動
が
「
四

中
校
区
教
育
連
携
会
議　

つ
な
ぬ
く
」
に
発
展
し
、

「
0
歳
か
ら
18
歳
ま
で
」
を
合
言
葉
に
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
授
業
改
善
を
推
進
し
、
進
路
保
障
を
進
め
て
い

る
。
こ
の
20
年
余
り
の
連
携
の
歴
史
が
、
小
中
一
貫

教
育
の
研
究
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
。

　

研
究
に
当
た
り
、ま
ず
３
校
の
教
職
員
が
集
ま
り
、

校
区
の
子
ど
も
の
実
態
を
話
し
合
っ
た
。
挙
が
っ
た

課
題
は
、
学
校
で
の
学
習
内
容
に
必
然
性
が
感
じ
ら

れ
な
い
「
内
容
の
ず
れ
」、
学
習
方
法
が
効
果
的
で

は
な
い
「
学
び
方
の
ず
れ
」、
自
信
や
意
欲
が
低
下

し
主
体
的
に
学
べ
な
い
「
気
持
ち
の
ず
れ
」
だ
。
こ

の
３
つ
を
「
学
び
の
空
洞
化
」
と
名
付
け
た
。

　

次
に
、
子
ど
も
に
ど
ん
な
力
を
育
み
た
い
か
を
話

し
合
い
、
①
じ
り
つ
す
る
力
（
自
分
で
判
断
し
な
が

ら
自
分
の
立
ち
位
置
を
見
つ
め
る
力
）、
②
考
え
る

力
（
課
題
解
決
に
向
け
て
必
要
な
情
報
を
整
理
・
活

９
年
間
の
「
い
ま
と
み
ら
い
科
」で

将
来
に
結
び
付
く
社
会
参
画
力
を
育
む

大
阪
府　

ゆ
め
み
ら
い
学
園　
高
槻
市
立
第
四
中
学
校

高
槻
市
立
第
四
中
学
校
は
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
校
区
内
の
２
つ
の
小
学
校
と
連
携
し
、

「
社
会
参
画
力
」
を
育
む
９
年
一
貫
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
う
。
生
徒
に
「
な
ぜ
学
ぶ
の
か
」

「
課
題
と
自
分
は
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
」
を
徹
底
的
に
問
い
掛
け
、
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
し
て
い
る
。

学
校
事
例

3
「
学
び
の
空
洞
化
」が

校
区
の
子
ど
も
の
課
題

◉
９
年
間
一
貫
教
育
の
背
景
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用
す
る
力
）、
③
見
通
す
力
（
見
通
し
を
持
っ
て
課

題
に
取
り
組
む
力
）、
④
つ
な
が
る
力
（
人
や
社
会

と
つ
な
が
り
つ
づ
け
る
力
）
に
整
理
し
、「
社
会
参

画
力
」と
名
付
け
た
。
沖
田
厚
志
校
長
は
こ
う
語
る
。

　
「
生
徒
と
接
し
て
い
て
気
に
な
っ
て
い
た
の
は
、

物
事
を
判
断
す
る
時
、『
保
護
者
に
聞
い
た
』『
友
だ

ち
が
言
っ
て
い
た
』
と
、
限
ら
れ
た
情
報
で
決
め
る

点
で
す
。
ま
た
、
思
い
を
上
手
に
表
現
で
き
ず
人
間

関
係
が
築
け
な
い
生
徒
も
目
立
ち
、
人
と
の
か
か
わ

り
方
を
学
ぶ
必
要
を
感
じ
ま
し
た
」

　

ま
た
、「
学
ぶ
意
味
」
を
見
い
だ
せ
な
い
生
徒
が

多
い
こ
と
も
課
題
だ
っ
た
。
首
席
の
山
本
佐
和
子
先

生
は
言
う
。

　
「
学
校
で
の
学
び
が
将
来
の
役
に
立
つ
と
い
う
実

感
が
持
て
て
い
な
い
生
徒
が
目
立
ち
ま
し
た
。『
な

ぜ
勉
強
を
す
る
の
か
』『
勉
強
し
て
も
意
味
が
な
い
』

と
い
う
問
い
に
、
教
師
自
身
が
明
確
に
答
え
ら
れ
な

い
と
い
う
反
省
も
あ
り
、
学
校
の
学
習
は
将
来
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
生
徒
に
実
感
さ
せ
、
意
欲
的

に
学
ぶ
姿
勢
を
育
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
「
学
び
の
空
洞
化
」
を
埋
め
、「
社
会
参
画
力
」
を

育
む
た
め
、
小
学
１
・
２
年
の
生
活
科
の
一
部
と
小

学
３
年
か
ら
中
学
３
年
の「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

か
ら
「
い
ま
と
み
ら
い
科
」
を
創
設
し
た
。

　
「
い
ま
と
み
ら
い
科
」
で
は
、「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
の
学
び
に
特
別
活
動
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視

点
を
生
か
し
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
身
近
な
社
会
で

あ
る
家
庭
や
学
校
、
自
分
の
住
む
地
域
・
社
会
か
ら

課
題
を
見
つ
け
出
し
、
自
分
た
ち
が
出
来
る
こ
と
を

考
え
、働
き
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
社
会
参
画
力
」

の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
が
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て
課
題
と
向
き

合
う
た
め
に
は
、「
学
ぶ
意
味
」
を
明
確
に
し
て
授

業
に
臨
む
こ
と
が
必
須
で
あ
り
、
こ
れ
に
徹
底
し
て

こ
だ
わ
る
学
習
法
が
、
同
校
区
が
開
発
し
た
「
Ｓ
│

Ｒ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
学
習
サ
イ
ク
ル
」（
Ｐ
．20
図
２
）
だ
。

ま
ず
、
課
題
と
自
分
の
関
係
を
見
つ
め
（
Ｓ=
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
）、
多
様
な
情
報
を
収
集
・
分
析
し
て

視
野
を
広
げ
て
解
決
法
を
考
え
（
Ｒ
＝
リ
サ
ー
チ
）、

計
画
し（
Ｐ
）、
実
行（
Ｄ
）
す
る
。
事
後
は
、
何
が

出
来
て
、何
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の
か
「
学
び
」

を
振
り
返
り（
Ｃ
）、
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
生
き
方

に
返
し
て
次
の
行
動
意
欲
に
つ
な
げ
る（
Ａ
）。

　

最
も
大
切
に
し
て
い
る
の
が
「
Ｓ
」
だ
。
課
題
に

取
り
組
む
前
に
、
こ
の
学
習
が
自
分
に
と
っ
て
ど
の

課
題
と
自
分
と
の
関
係
を
徹
底
的
に
問
い

課
題
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
感
じ
さ
せ
る

◉
「
い
ま
と
み
ら
い
科
」の
工
夫

高
槻
市
立
第
四
中
学
校
校
長

沖
田
厚
志　
お
き
た
・
あ
つ
し  

「
子
ど
も
の
幸
せ
の
た
め
に
、
自
分
・
他
者
・

社
会
を
見
つ
め
、
人
と
つ
な
が
り
、
地
域
社

会
に
参
画
す
る
力
を
育
て
た
い
」

高
槻
市
立
第
四
中
学
校

山
本
佐
和
子　
や
ま
も
と
・
さ
わ
こ  

首
席
。「『
笑
顔
に
は
人
を
動
か
す
力
が
あ
る
』

未
来
を
創
る
こ
の
仕
事
に
向
き
合
っ
て
い
き

た
い
」

高
槻
市
立
第
四
中
学
校

馬
場
彰
一　
ば
ば
・
し
ょ
う
い
ち  

小
中
一
貫
・
研
究
担
当
。「
小
学
校
と
中
学

校
を
子
ど
も
の
笑
顔
で
つ
な
ぎ
、
共
に
今
と

未
来
を
切
り
拓
く
力
を
育
み
た
い
！
」

高
槻
市
立
赤
大
路
小
学
校

北
畠
真　
き
た
ば
た
け
・
ま
こ
と 

小
中
一
貫
・
研
究
担
当
。「
子
ど
も
に
対
し
て
、

大
人
に
対
し
て
、
教
師
と
い
う
仕
事
に
対
し

て
、
誠
実
で
あ
り
た
い
」

高
槻
市
立
富
田
小
学
校

槇
野
麻
人　
ま
き
の
・
あ
さ
と  

小
中
一
貫
・
研
究
担
当
。「
子
ど
も
た
ち
の

た
く
さ
ん
の
可
能
性
に
気
付
き
、
伸
ば
し
、

高
め
合
え
る
教
育
を
し
て
い
き
た
い
」

＊同校の資料を抜粋して編集部で作成

「いまとみらい科」は、小学１年生～小学４年生を「前期」、小学５年生～中学１年生を「中期」、中学２・
３年生を「後期」とし、９年間を通して、社会参画力の育成を目指している

地域・社会学校
いま・みらい いま みらい

学校温度計をあげよう❼
Welcome四中
６年生の体験入学を企画

まちの温度計をあげよう、みらいのまちを考えよう❺
未来のまちをシミュレーション
子どもたちの笑顔があふれるまちづくり

まちの温度計をあげよう、みらいのまちを考えよう❼
マイタウンミーティング　今の出会いと未来の私
自分たちの生き方やまちづくりについて考える

学校温度計をあげよう❽
行事改革S・U・K・G
学校行事を自分たちで改革

まちの温度計をあげよう❻
わくわくわ～く
仕事を通してまちとつながろう
まちで生き生きと働いている人
と出会う

みらいのまちを考えよう❻
住みたいまちNO.1高槻
10年後の高槻マニフェストを
考える

学校温度計をあげよう❾
体育祭改革
異年齢交流を盛り込み、主
体的に創る体育祭へ

1年生

2年生

3年生

50
時間

70
時間

70
時間

図１ 「いまとみらい科」単元一覧表（１～３年生分抜粋）
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よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
課
題
に
対
す
る
自
分
の

立
ち
位
置
を
考
え
、
課
題
解
決
に
向
け
て
の
意
欲
を

喚
起
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
昨
年
度
の
単
元
「
住
み

た
い
ま
ち
№
１
高
槻
」
で
は
、
ま
ず
、
高
槻
市
の
職

員
を
学
校
に
招
き
、
少
子
高
齢
化
や
福
祉
な
ど
が
市

の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
た
。
そ
の
上
で
、
高
槻

市
を
住
み
た
い
と
思
わ
れ
る
町
に
す
る
た
め
に
出
来

る
こ
と
を
考
え
、
10
年
後
の
高
槻
市
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
作
成
し
た
。

　
「
学
習
意
欲
が
低
い
の
は
、
課
題
を
自
分
の
こ
と

と
し
て
捉
え
て
い
な
い
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

課
題
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持
て
る
よ
う
に
、
市
職
員

に
話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」（
山
本
先
生
）

　

中
学
３
年
生
の
「
マ
イ
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜

今
の
出
会
い
と
未
来
の
私
」
で
は
、
全
16
時
間
の
最

初
の
３
時
間
を
「
Ｓ
」
に
当
て
る
。
こ
の
単
元
は
、

地
域
住
民
に
話
を
聞
き
、未
来
の
町
づ
く
り
を
考
え
、

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
交
流
す
る
と
い
う
も
の
。

中
学
２
年
生
の
「
い
ま
と
み
ら
い
科
」
で
出
会
っ
た

人
々
や
中
学
３
年
生
の
修
学
旅
行
で
出
会
っ
た
沖
縄

の
人
々
を
思
い
出
し
、
更
に
、
小
学
校
の
社
会
科
の

副
読
本
『
わ
た
し
た
ち
の
町
・
高
槻
』
を
見
な
が
ら
、

誰
に
会
っ
て
話
を
聞
き
た
い
か
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
い
、共
有
す
る
こ
と
に
じ
っ
く
り
時
間
を
掛
け
た
。

　
「
例
え
ば
、『
い
じ
め
に
つ
い
て
考
え
な
さ
い
』
と

課
題
を
出
す
と
、『
自
分
に
は
関
係
な
い
』
と
ま
じ

め
に
取
り
組
ま
な
い
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
し

た
。
課
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
な
い
限
り
、

傍
観
者
で
授
業
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
課
題
と

自
分
と
の
つ
な
が
り
を
理
解
さ
せ
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

を
持
た
せ
る
こ
と
が
、
生
徒
の
意
欲
を
喚
起
す
る
た

め
に
何
よ
り
も
大
切
で
す
」（
沖
田
校
長
）

　
「
い
ま
と
み
ら
い
科
」
の
授
業
は
、
自
分
で
考
え

る
（
ソ
ロ
タ
イ
ム
Ⅰ
）、

そ
れ
を
４
人
１
組
で
協

力
し
な
が
ら
課
題
解
決

に
取
り
組
み
（
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ

ム
）、
何
を
学
ん
だ
か
を

可
視
化
す
る
（
ソ
ロ
タ

イ
ム
Ⅱ
）
と
い
う
順
序

で
進
む
。

　
「
Ｓ
」「
Ｒ
」
を
追
求

す
る
時
は
、「
Ｓ
カ
ー
ド
」

「
Ｒ
カ
ー
ド
」
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
す
る
。

冒
頭
に
紹
介
し
た
体
験
入
学
の
企
画
を
考
え
る
際
に

は
、
ソ
ロ
タ
イ
ム
Ⅰ
で
「
小
６
の
時
、
わ
く
わ
く
し

た
こ
と
、
不
安
だ
っ
た
こ
と
」
を
メ
モ
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
で
仲
間
と
意
見
を
交
換
し
、

ソ
ロ
タ
イ
ム
Ⅱ
で
自
分
な
り
の
「
お
も
て
な
し
プ
ラ

ン
」
を
記
入
し
た
（
図
３
）。

　

研
究
推
進
事
務
局
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
作
成
だ

け
で
な
く
、「
一
貫
研
ニ
ュ
ー
ス
」
を
定
期
的
に
発

行
し
、
３
校
の
全
教
員
に
配
布
し
て
、
活
動
報
告
や

生
徒
の
様
子
、
地
域
の
声
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

伝
え
て
い
る
。

　
「『
子
ど
も
が
こ
ん
な
顔
を
し
て
い
た
』『
地
域
か

ら
こ
う
い
う
声
が
あ
っ
た
』
な
ど
、
活
動
の
成
果
を

可
視
化
し
て
伝
え
て
い
ま
す
。同
じ
取
り
組
み
で
も
、

『
来
年
は
こ
こ
を
変
え
よ
う
』『
生
徒
に
こ
う
い
う
人

た
ち
を
会
わ
せ
た
い
』
と
い
う
よ
う
に
、
先
生
方
の

意
欲
喚
起
を
期
待
し
て
い
ま
す
」（
山
本
先
生
）

１
人
で
考
え
、グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う

こ
の
繰
り
返
し
が
思
考
を
深
め
る

図３ 「Ｓカード」

カードの表には、「ソロタイムⅠ」でテーマと自分と
のかかわりについて書く。「知っていること・知りた
いこと」「経験したこと・よかったこと・成功したこと」
など考える視点が書かれている
＊同校の資料をそのまま掲載

＊同校の資料を基に編集部で作成

S

P
D

C
スタンディング
課題と自分の関係
（立ち位置）を
見つめよう

R
リサーチ

調べ考えを
広げよう

プラン

計画しよう

ドゥー
やってみよう

チェック

振り返って
みよう！

A
アクション

次に生かそう

図 2 Ｓ－ＲＰＤＣＡ学習サイクル
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特集

社会を生きる力を育む─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す

　

13
年
度
か
ら
、
小
中
共
に
、
Ｓ
―
Ｒ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
学

習
サ
イ
ク
ル
、
ソ
ロ
タ
イ
ム
Ⅰ
↓
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
タ
イ
ム
↓
ソ
ロ
タ
イ
ム
Ⅱ
の
過
程
を
教
科
指

導
に
取
り
入
れ
始
め
た
。
教
科
指
導
で
も
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
の
は
「
Ｓ
」
だ
。
例
え
ば
、
中
学
２
年
生
の

理
科
で
は
、
天
気
の
変
化
を
学
ぶ
た
め
に
、「
こ
の

町
で
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
匂
い
が
す
る
と
雨
に
な

る
」
と
い
う
都
市
伝
説
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
「
Ｓ
」

と
し
、
学
習
内
容
を
実
生
活
に
近
付
け
た
。
ま
た
、

「
Ｓ
」
と
並
ん
で
重
要
な
の
が
既
習
事
項
と
の
関
連

を
探
る
「
Ｒ
」
だ
。
人
事
交
流
に
よ
り
４
年
前
に
富

田
小
学
校
か
ら
赴
任
し
た
馬
場
彰
一
先
生
は
言
う
。

　
「
１
時
間
の
授
業
で
使
え
る
既
習
事
項
を
『
学
び

の
倉
庫
』
と
し
て
生
徒
に
提
示
し
、
今
の
学
習
と
の

つ
な
が
り
を
意
識
さ
せ
ま
す
。
生
徒
に
既
存
の
知
識

を
活
用
す
る
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
教

師
も
今
の
単
元
が
ど
こ
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、
ど
の

よ
う
に
発
展
し
て
い
く
の
か
を
意
識
し
て
授
業
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

13
年
度
は
年
３
回
、
小
中
合
同
の
「
Ｓ
会
議
」
を

実
施
し
た
。
３
校
の
教
師
が
各
教
科
に
分
か
れ
、
そ

の
教
科
を
学
ぶ
意
味
や
９
年
間
の
学
習
内
容
の
つ
な

が
り
、
連
携
の
方
法
を
話
し
合
い
、
教
科
の
存
在
意

義
や
子
ど
も
に
付
け
た
い
力
を
再
確
認
し
た
。

　

こ
う
し
て
小
中
が
話
し
合
う
場
は
大
き
な
刺
激
に

な
る
と
、
赤
大
路
小
学
校
の
北
畠
真
先
生
は
話
す
。

　
「
中
学
校
の
シ
ス
テ
ム
や
文
化
か
ら
刺
激
を
受
け

る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
あ
る
と
学
年

と
し
て
動
け
る
組
織
力
が
中
学
校
の
強
み
だ
と
思
い

ま
す
。
教
科
の
専
門
性
や
指
導
に
対
す
る
プ
ラ
イ
ド

も
見
習
う
点
が
多
い
と
感
じ
ま
す
」

　

一
方
、
中
学
校
に
と
っ
て
も
、
小
学
校
の
丁
寧
な

指
導
が
参
考
に
な
る
と
い
う
。
互
い
の
良
さ
を
認
め

合
う
関
係
性
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の
も
、
小
中
連
携

が
好
調
な
理
由
の
１
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

小
中
連
携
を
始
め
て
４
年
、
成
果
は
着
実
に
表
れ

て
い
る
。
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
一
生
懸
命
考
え
る
こ
と
が
出
来

る
」「
自
分
と
課
題
の
関
係
を
見
つ
め
る
こ
と
が
出

来
る
」
と
回
答
す
る
生
徒
が
２
年
間
で
10
ポ
イ
ン
ト

以
上
増
え
た
。「
自
分
の
町
が
好
き
で
あ
る
」「
い
ろ

い
ろ
な
人
と
出
会
う
こ
と
は
楽
し
い
」
と
答
え
る
生

徒
も
８
割
を
超
え
る
。
社
会
問
題
を
見
つ
け
て
署
名

活
動
を
し
た
い
と
い
う
生
徒
、
職
場
体
験
の
事
業
所

を
見
つ
け
て
交
渉
す
る
生
徒
な
ど
が
増
え
て
い
る
。

　
「
学
校
が
つ
ま
ら
な
い
の
を
他
人
の
せ
い
に
す
る

風
潮
は
減
り
、『
自
分
た
ち
で
行
事
を
盛
り
上
げ
た

い
』『
昨
年
よ
り
も
良
い
も
の
に
し
た
い
』
と
自
ら

企
画
・
運
営
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学

校
で
の
学
び
を
自
分
の
も
の
と
し
て
受
け
止
め
る
意

識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」（
山
本
先
生
）

　

馬
場
先
生
は
、「
根
拠
を
持
っ
て
物
事
を
考
え
た

り
、
話
を
し
た
り
す
る
生
徒
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

学
習
サ
イ
ク
ル
の
『
Ｒ
』
の
部
分
で
ア
ン
ケ
ー
ト
や

デ
ー
タ
を
根
拠
に
考
え
る
学
習
を
繰
り
返
し
て
き
た

成
果
だ
と
思
い
ま
す
」
と
思
考
力
や
表
現
力
の
向
上

を
指
摘
す
る
。
更
に
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
が
減
少
し
た

と
、
富
田
小
学
校
の
槇
野
麻
人
先
生
は
話
す
。

　
「
本
校
は
小
規
模
校
な
の
で
、
中
学
校
進
学
後
、

友
人
関
係
や
学
校
生
活
に
馴
染
め
な
い
と
悩
む
卒
業

生
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
小
中

連
携
を
始
め
て
か
ら
、
卒
業
生
の
中
学
進
学
後
の
様

子
が
と
て
も
落
ち
着
き
、
学
校
が
楽
し
い
と
聞
く
こ

と
も
多
く
な
り
ま
し
た
」

　

最
も
大
き
な
成
果
は
、
教
師
が
生
徒
の
変
化
を
感

じ
、
充
実
感
を
持
っ
て
教
育
活
動
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

　
「
Ａ
さ
ん
が
こ
ん
な
表
情
を
し
て
い
る
、
Ｂ
さ
ん

が
自
分
か
ら
周
り
に
話
し
掛
け
て
い
る
、
Ｃ
さ
ん
が

笑
顔
で
あ
り
が
と
う
と
言
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
生

徒
の
様
子
の
一
つ
ひ
と
つ
が
、
私
た
ち
の
喜
び
で
あ

り
原
動
力
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」（
山
本
先
生
）

　
「
小
学
校
か
ら
本
校
に
赴
任
し
、
初
め
て
３
年
間

受
け
持
っ
た
生
徒
が
昨
年
、
卒
業
し
ま
し
た
。
そ
の

時
の
感
動
は
今
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
が
ど

の
よ
う
な
姿
で
義
務
教
育
を
終
え
て
い
く
の
か
を
常

に
問
い
続
け
、
全
力
を
尽
く
し
て
指
導
に
当
た
っ
て

い
け
ば
、
本
校
区
の
教
育
は
も
っ
と
よ
く
な
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
」（
馬
場
先
生
）

「
学
校
を
つ
く
る
の
は
自
分
」

参
画
意
識
を
高
め
る
生
徒
た
ち

◉
成
果
と
課
題

「
い
ま
と
み
ら
い
科
」の
成
果
を

教
科
指
導
に
取
り
入
れ
る

◉
取
り
組
み
継
続
の
工
夫
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│
最
初
に
、
文
部
科
学
省
が
目
指
し
て
い
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
方
向
性
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

藤
田　

柱
は
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
、
教
科
指
導

を
含
め
た
全
て
の
教
育
活
動
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実

践
す
る
こ
と
、
も
う
１
つ
は
体
験
活
動
の
更
な
る
充

実
で
す
。
こ
れ
ら
の
教
育
・
体
験
活
動
を
通
し
て
、

基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
を
養
う
こ
と
が
最
大
の
ね
ら

い
で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲
の

低
下
が
あ
り
ま
す
。「
な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
分
か
ら

な
い
」「
勉
強
が
将
来
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
思
い
に
対
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
通
し
て
学
習
意
欲
の
向
上
、
学
習
習
慣
の
確
立
を

図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

谷
合　

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
将
来
を
楽
観
す
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
自
分
の
力
で
道
を
切
り
開
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
生
徒
は
知
っ
て
い

ま
す
。
自
分
の
良
さ
や
能
力
を
理
解
し
、
目
標
や
夢

を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
て
の
教
育
活
動
を
通

し
て
生
徒
に
働
き
掛
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の

こ
と
を
、
国
や
自
治
体
は
学
校
現
場
に
き
ち
ん
と
伝

え
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
２
年
生
を
中
心
と
し
て

行
わ
れ
る
職
場
体
験
が
始
ま
っ
た
時
、「
望
ま
し
い

勤
労
観
・
職
業
観
の
形
成
」
と
い
う
言
葉
が
出
た
た

め
に
、
多
く
の
先
生
方
が
「
職
場
体
験
が
キ
ャ
リ
ア

教
育
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
捉
え
ま
し
た
。
基
礎
学

力
の
定
着
と
、
主
体
的
に
学
ぶ
態
度
の
育
成
を
目
指

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
定
義
が
、
学
校
現
場
に
浸
透

し
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

藤
田　

職
場
体
験
は
恒
例
行
事
化
し
て
い
る
学
校
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
例
年
通
り
に
手
続
き
を
し
、
当

日
を
迎
え
、
事
故
な
く
終
わ
っ
て
良
か
っ
た
と
、
つ

つ
が
な
く
終
了
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
学
校
が
あ
る
こ
と
は
残
念
で
す
ね
。

谷
合　

生
徒
は
職
場
体
験
で
初
め
て
社
会
に
接
し
、

多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。
そ
れ
が
、
生
徒
に
と
っ

て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
職
場
体
験

で
得
た
気
付
き
や
失
敗
か
ら
自
分
に
足
り
な
い
も
の

を
知
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
克
服
す
れ
ば
よ
い
の
か

を
考
え
る
こ
と
が
、
職
場
体
験
を
生
き
た
取
り
組
み

に
す
る
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
本
校
で
は
今
年

の
職
場
体
験
で
、
受
け
入
れ
先
の
事
業
所
か
ら
厳
し

い
お
叱
り
を
受
け
ま
し
た
。
あ
れ
だ
け
準
備
を
し
て

自
信
を
持
っ
て
送
り
出
し
た
生
徒
が
、
職
場
で
友

だ
ち
に
流
さ
れ
て
規
律
を
軽
ん
じ
る
行
動
を
し
ま
し

た
。
生
徒
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
さ
せ
る
た
め
に
、

全
て
の
教
育
活
動
を

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
意
識
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
本
来
の
目
的
は
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
し
て
社
会
で
必
要
な
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
真
の
ね
ら
い
と
は
何
か
、
受
験
指
導
と
の
両
立
は
可
能
か
、
今
あ
る
教
育
活
動
を
ど
の
よ
う
に
見
直
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。

筑
波
大
の
藤
田
晃
之
教
授
と
東
京
都
府
中
市
立
府
中
第
三
中
学
校
の
谷
合
し
の
ぶ
校
長
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

対
談

職
場
体
験
が
前
年
度
踏
襲
の

恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
な
い
か



23 ［中学版］2013 Vol .4

特集

社会を生きる力を育む─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す

教
師
の
引
率
の
下
、
事
業
所
に
謝
り
に
行
か
せ
ま
し

た
。
仕
事
は
責
任
が
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
気
付

く
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

│
「
２
０
１
１
年
度
に
ア
メ
リ
カ
の
小
学
校
に
入

学
し
た
子
ど
も
た
ち
の
65
％
は
、
大
学
卒
業
時
に
今

は
存
在
し
て
い
な
い
職
業
に
就
く
だ
ろ
う
」
と
い
う

予
測
（
＊
）
が
あ
り
ま
す
。
不
確
実
で
予
測
で
き
な

い
未
来
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
た
め
に
、
中
学
校
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

藤
田　

文
部
科
学
省
は
、
発
達
の
段
階
ご
と
に
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
ね
ら
い
を
定
め
て
い
ま
す
。
小
学
校
は

進
路
の
探
索
・
選
択
に
か
か
る
基
盤
形
成
、
中
学
校

は
現
実
的
探
索
と
暫
定
的
選
択
、
高
校
は
現
実
的
探

索
・
試
行
と
社
会
的
移
行
準
備
で
す
。
中
学
校
段
階

で
は
あ
く
ま
で
「
暫
定
的
」
な
選
択
で
あ
る
こ
と
が
、

高
校
と
異
な
り
ま
す
。
職
業
体
験
で
い
う
と
、
高
校

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
あ
る
程
度
、
自
分
が
進

み
た
い
方
向
性
を
想
定
し
て
職
場
を
選
び
ま
す
が
、

中
学
校
で
は
自
分
が
そ
の
職
業
に
就
く
か
就
か
な
い

か
は
脇
に
置
い
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
仕
事
内
容
よ
り

も
、
働
く
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
仕
事
の
本

質
を
学
ぶ
こ
と
が
中
心
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
社
会
で
は
次
々
と
新
し
い
仕
事
が
生

ま
れ
、
消
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
職
業

の
新
陳
代
謝
が
激
し
い
の
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の

受
け
手
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
細
か
く
応
え
よ
う
と

す
る
人
が
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
誰

か
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
す
る
」
の
が
仕
事
の
本
質

で
あ
り
、
変
化
が
激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

よ
う
な
本
質
の
部
分
を
子
ど
も
に
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
く
「
や
り
た
い
こ
と
が
分
か
ら
な
い
」「
就
き

た
い
職
業
が
な
い
」
と
い
う
若
者
が
い
ま
す
。
そ
れ

は
、「
自
分
中
心
」
で
仕
事
を
考
え
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
、
自
分
が
働

く
こ
と
に
よ
っ
て
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
は
、
子

ど
も
か
、
高
齢
者
か
、
け
が
を
し
て
い
る
人
か
、
忙

し
く
て
困
っ
て
い
る
人
か
…
…
。「
誰
の
笑
顔
を
見

た
い
の
か
」
を
考
え
さ
せ
る
と
、
違
っ
た
答
え
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

谷
合　

本
校
で
は
、１
・
２
年
生
の
夏
休
み
に
「
キ
ャ

リ
ア
面
接
」
を
行
い
ま
す
。
１
年
生
は
副
校
長
が
、

２
年
生
は
校
長
の
私
が
、
生
徒
全
員
と
グ
ル
ー
プ
面

接
を
行
い
、
将
来
の
夢
や
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
聞
き
ま
す
。
私
は
生
徒
に
「
ど
う
い
う
生
き
方
が

し
た
い
か
」「
ど
ん
な
大
人
に
な
り
た
い
か
」
と
尋

ね
る
の
で
す
が
、
生
徒
の
７
割
は
具
体
的
な
職
業
名

を
答
え
、
残
り
の
３
割
は
一
様
に
「
人
の
役
に
立
つ

仕
事
が
し
た
い
」
と
言
い
ま
す
。「
人
の
た
め
に
生

き
た
い
」「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
を

育
む
こ
と
が
、
中
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

ゴ
ー
ル
の
１
つ
だ
と
思
う
の
で
す
。

　

も
う
１
つ
、
私
た
ち
が
日
々
生
徒
に
伝
え
て
い
る

の
は
、
感
謝
す
る
気
持
ち
の
大
切
さ
で
す
。
相
手
に

「
誰
か
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
す
る
」

の
が
仕
事
の
本
質

＊アメリカ・デューク大の研究者キャシー・デビッドソン氏が 2011年 8月、「ニューヨークタイムズ」で語った予測

東
京
都
府
中
市
立
府
中
第
三
中
学
校
校
長

谷
合
し
の
ぶ

た
に
あ
い
・
し
の
ぶ
◎
教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
東
京

都
の
公
立
学
校
教
諭
、
東
京
都
教
育
委
員
会
、
瑞
穂
町
教
育
委
員
会
学
校

指
導
課
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

府
中
市
立
府
中
第
三
中
学
校
◎
「
自
他
の
敬
愛
」
を
校
訓
と
し
、
３
年
間

を
見
通
し
た
教
育
活
動
を
推
進
。
学
力
向
上
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
生
徒
数
６
１
３
人
。

筑
波
大
人
間
系
教
授

藤
田
晃
之

ふ
じ
た
・
て
る
ゆ
き
◎
筑
波
大
大
学
院
博
士
課
程
教
育
学
研
究
科
単
位
取

得
退
学
。
博
士
（
教
育
学
）。
専
門
は
教
育
制
度
学
、
進
路
指
導
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
。
中
央
学
院
大
商
学
部
助
教
授
、
筑
波
大
大
学
院
准
教
授
、
国
立

教
育
政
策
研
究
所
生
徒
指
導
・
進
路
指
導
研
究
セ
ン
タ
ー
総
括
研
究
官
等

を
経
て
、
２
０
１
３
年
か
ら
現
職
。

東
京
都
府
中
市
立
府
中
第
三
中
学
校
校
長
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感
謝
し
た
り
、感
謝
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
己
有
用
感
が
高
ま
り
、
集
団
や
社
会
の
中
で
の
生

き
が
い
や
や
り
が
い
、
自
分
は
こ
こ
に
生
き
て
存
在

し
て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
て
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
考
え
方
や
育
ち
方
の
違
う
生
徒
が
一
緒
に
生
活

す
る
中
で
、時
に
仲
間
と
認
め
合
い
、集
団
と
し
て
お

か
し
い
と
思
う
こ
と
は
正
し
て
い
く
。
異
質
な
集
団

の
中
で
課
題
解
決
す
る
経
験
を
積
む
こ
と
が
、
ど
の

よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
も
、
自
分
で
将
来
を
切
り

開
い
て
い
く
力
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

藤
田　

谷
合
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
自
己
実
現

は
他
者
と
の
関
係
の
中
で
の
み
出
来
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
多
様
な
背
景
や
学

力
を
持
つ
生
徒
が
集
ま
る
公
立
中
学
校
は
、
根
源
的

な
議
論
が
出
来
る
最
良
の
場
所
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
人
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
自
信
が
持
て
た
り
、

逆
に
自
分
の
小
さ
さ
を
実
感
し
た
り
、
あ
る
い
は
自

分
と
全
く
違
う
見
方
を
教
え
ら
れ
た
り
す
る
。
そ
う

し
た
体
験
を
通
し
て
、
他
者
を
認
め
合
う
心
を
育
む

こ
と
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
必
要
な
、
異
質
な
他

者
と
協
同
す
る
力
に
も
発
展
す
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

│
一
方
、
中
学
校
と
し
て
は
進
学
先
を
保
障
す
る

と
い
う
視
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

進
学
先
の
保
障
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
ど
の
よ
う
に
バ

ラ
ン
ス
を
取
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

藤
田　

か
つ
て
の
進
路
指
導
が
「
出
口
指
導
」
と
呼

ば
れ
批
判
さ
れ
た
の
は
、
高
校
入
試
に
合
格
す
る
こ

と
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

進
学
先
が
決
ま
っ
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、

そ
れ
を
１
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
将
来
を
見
つ
め
直

す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
多
く
の
中

学
校
で
は
３
年
生
ま
で
に
「
10
年
後
の
私
」
と
い
っ

た
作
文
を
書
き
ま
す
。
そ
れ
を
読
み
返
し
な
が
ら
、

「
君
は
高
校
進
学
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
は
ク
リ
ア
し
た

ね
。
中
学
校
で
の
経
験
を
生
か
し
て
ど
の
よ
う
に
高

校
生
活
を
過
ご
す
つ
も
り
か
な
。
高
校
卒
業
後
は
ど

う
す
る
の
？
」
と
い
う
よ
う
に
語
り
掛
け
、
生
徒
に

５
年
後
、
10
年
後
の
自
分
を
展
望
さ
せ
る
の
で
す
。

谷
合　

本
校
で
は
、
１
年
生
か
ら
高
校
の
入
試
要
項

と
本
校
の
推
薦
基
準
を
提
示
し
て
、
進
路
を
意
識
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
推
薦
基
準
を
通
し
て
、

１
年
生
か
ら
学
校
生
活
に
つ
い
て
自
分
の
目
標
を
き

ち
ん
と
定
め
る
こ
と
が
、
進
路
や
自
立
へ
の
１
つ
の

道
筋
に
も
な
る
か
ら
で
す
。
学
習
や
部
活
動
、
委
員

会
活
動
な
ど
学
校
生
活
の
全
て
を
前
向
き
に
取
り
組

む
こ
と
は
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
互
い
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
社
会
を
生
き
て
い
く
上

で
も
必
要
な
力
に
な
る
と
、
理
解
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

藤
田　

高
校
入
試
に
向
け
た
学
習
も
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
合
格
の

た
め
に
苦
手
教
科
に
向
き
合
っ
た
り
、
学
習
計
画
を

立
て
て
実
行
し
、
成
績
が
思
わ
し
く
な
け
れ
ば
軌
道

修
正
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
社
会
で
仕
事
を
す
る
時

に
も
必
要
に
な
る
力
で
す
。
先
生
方
が
そ
れ
ら
を
き

ち
ん
と
捉
え
て
、「
頑
張
っ
て
い
る
な
」「
今
、
や
っ

て
い
る
こ
と
は
将
来
き
っ
と
役
に
立
つ
よ
」
と
伝
え

る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
受
験
の
意
義
を
捉
え
直
す
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
高
校
入
試
が
近
付
く
と
、
入
試
の
頻
出
問

題
を
扱
う
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
高
校
進
学
後
や

社
会
で
必
要
な
知
識
だ
か
ら
こ
そ
入
試
で
も
必
ず
問

わ
れ
る
の
で
す
。「
入
試
で
絶
対
に
出
る
ぞ
」
だ
け

で
終
わ
ら
せ
ず
、「
高
校
に
入
っ
た
ら
こ
ん
な
内
容

に
発
展
す
る
」「
社
会
で
は
こ
の
よ
う
な
場
面
で
使

わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
な
ぜ
そ
の
内
容
が

出
題
さ
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
将
来
に
つ
な
が
っ

高
校
入
試
に
向
け
た
学
習
を

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
位
置
付
け
る
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社会を生きる力を育む─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す

て
い
く
の
か
を
意
識
さ
せ
れ
ば
、
生
徒
も
前
向
き
に

受
験
勉
強
に
取
り
組
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

│
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
を
通
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
実
現
す
る
た
め
に
、
学
校
現
場
や
先
生
方
に
は

ど
の
よ
う
な
心
構
え
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

谷
合　

教
師
自
身
が
社
会
人
と
し
て
自
分
を
磨
く
意

欲
を
常
に
持
ち
続
け
る
こ
と
が
、
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
本
校
で
は
、
２
年
生
の
職
場
体
験
で
、

２
年
生
の
先
生
方
だ
け
で
は
な
く
、
１
年
生
、
３
年

生
の
先
生
方
と
も
分
担
し
て
、
受
け
入
れ
先
の
事
業

所
に
あ
い
さ
つ
に
行
き
ま
す
。
職
場
体
験
を
学
校
全

体
の
取
り
組
み
に
す
る
と
共
に
、
先
生
方
に
生
徒
が

将
来
働
く
で
あ
ろ
う
社
会
を
身
近
に
感
じ
、
視
野
を

広
げ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。
学
校
の
外
で
の
体
験
を

重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤
田　

先
生
自
身
が
、
等
身
大
の
社
会
人
と
し
て
の

自
分
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
開
示
す
る
こ
と
も
よ
い
と

思
い
ま
す
。
教
師
に
な
っ
た
理
由
、
仕
事
の
喜
び
や

大
変
さ
な
ど
を
、
生
徒
に
話
す
機
会
を
設
け
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、「
自
分

が
話
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
や
社

会
人
講
話
な
ど
で
外
部
の
人
に
話
し
て
も
ら
お
う
」

と
い
う
よ
う
に
、
先
生
方
の
意
識
も
外
に
向
か
っ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

谷
合　

管
理
職
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
全
体
像
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
も
大
切

だ
と
考
え
ま
す
（
図
）。
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
育
て
た

い
生
徒
像
、
卒
業
ま
で
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
力
、

学
校
全
体
の
中
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
位
置
付
け
な

ど
を
明
確
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
先
生
方
は
自

分
た
ち
が
今
ど
こ
に
い
て
、
ど
の
方
向
に
進
ん
で
い

る
の
か
が
分
か
り
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
指
導
で
き

る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
取
り
組
み
の
ね

ら
い
を
一
つ
ひ
と
つ
明
示
す
る
こ
と
で
、
本
当
に
生

徒
に
そ
の
力
が
付
い
た
の
か
ど
う
か
を
評
価
し
な
が

ら
指
導
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
は
負
担
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
取
り
組
み
を
一
か
ら
つ
く
り

直
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き

た
こ
と
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
整
理
す
る
だ
け

で
十
分
可
能
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
特
別
な
も
の

で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
中
学
校
で
指
導
し
て

き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
先
生
方
に
気
付
い
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤
田　

今
あ
る
教
育
活
動
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点

で
捉
え
直
す
こ
と
は
、非
常
に
重
要
で
す
。
例
え
ば
、

人
間
関
係
形
成
能
力
を
高
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
を
考
え
る
時
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら

学
校
の
取
り
組
み
を
見
る
と
、体
育
や
音
楽
の
授
業
、

学
び
合
い
活
動
、
学
校
行
事
な
ど
、
日
常
の
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
な
機
会
で
も
あ

る
こ
と
に
気
付
く
で
し
ょ
う
。
教
師
が
そ
れ
を
意
識

す
る
だ
け
で
、
生
徒
に
掛
け
る
言
葉
が
異
な
り
、
生

徒
の
成
長
の
捉
え
方
も
自
ず
と
変
わ
っ
て
い
く
と
思

う
の
で
す
。「
学
び
合
い
で
Ａ
さ
ん
を
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
た
ね
。
Ａ
さ
ん
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
と
思

う
よ
」
な
ど
の
声
掛
け
が
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高

め
、キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
な
が
る
の
で
す
。既
に
行
っ

て
い
る
教
育
実
践
の
価
値
を
再
認
識
す
る
た
め
に

も
、
今
あ
る
活
動
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
捉
え
直

す
視
点
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

│
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
教
師
も
社
会
人
」と
い
う
意
識
を

持
つ
こ
と
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
充
実
す
る

＊府中第三中学校の資料から抜粋して編集部で作成。全体はベネッセ教育総合研究所のウェブサイトからダウンロードできます
　http://berd.benesse.jp →HOME＞教育情報＞中学校向け

学校教育目標を実現するため、全体計画では、４つの能力を育成するための具体的な手立てとして、学年ごとに「日常生活」「各
教科」「道徳」など６つの場面に分け、それぞれにすべきことを明示している

キャリア教育の全体目標

キャリア教育で身に付けさせたい力
人間関係形成・社会形成能力

自他の理解能力・
コミュニケーション能力

自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力

社会性の確立と自立心の育成・よりよく生きる力の形成

多様な他者の考え方の理解、相
手の意見を聞き自分の意見を正
確に伝える、自分の立場や状況を
受け止め役割を果たす、他者との
協力、社会を形成する力

情報収集・探索能力、
職業理解力、役割把握・認識能力、
計画実行力、選択能力、課題解決能力
「働くこと」の意義を理解し、自らが果たすべき
さまざまな立場や役割との関連を踏まえて主
体的にキャリア形成する力

自己理解能力・自己管理能力
社会との相関関係を保ちつつ、
今後の自分自身の可能性を含め
た肯定的な理解に基づき主体的
に行動する、思考や感情を律しつ
つ今後に向け進んで学ぼうとする
力

計画実行力・
課題解決能力

さまざまな課題を発
見・分析し適切な計
画を立ててその課題
を処理し、解決する力

図 府中市立府中第三中学校「平成 26年度　キャリア教育　全体計画」

http://berd.benesse.jp/berd/center/open/chu/view21/2014/02/pdf/Carrier_edu.pdf
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小
・
中
・
高
校
の
12
年
間
を
通
じ
て

教
育
課
題
を
考
え
、語
り
合
う

特
別
レ
ポ
ー
ト

学
校
種
を
超
え
て
子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
化
な
ど
、
今
後
の
社
会
環

境
の
変
化
に
対
応
し
、「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め

に
は
、
学
校
種
を
超
え
て
、
子
ど
も
の
成
長
を
連
続

的
に
捉
え
て
い
く
こ
と
が
一
層
重
要
に
な
る
。
教
育

現
場
で
は
こ
の
必
要
性
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
お
り
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
小
・
中
・
高
校
版

で
も
、
多
く
の
小
中
連
携
、
中
高
連
携
な
ど
の
事
例

を
紹
介
し
て
き
た
。し
か
し
、先
生
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
か
ら
、
自
治
体
等
の
公
的
な
働
き
掛
け
が
な

い
と
、
学
校
種
を
超
え
て
先
生
方
が
直
接
語
り
合
う

機
会
を
持
つ
の
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
が
見
え
て

き
た
。

　

そ
こ
で
、
ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
は
、
小
・

中
・
高
校
の
先
生
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
テ
ー
マ
に

「T
eachers

’ cafe

」
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告

特
集
テ
ー
マ
で
あ
る
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
は
、
中
学
校
段
階
だ
け
で
な
く
、
小
学
校
、
高
校
と

子
ど
も
の
成
長
を
連
続
的
に
捉
え
て
、
指
導
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
課
題
意
識
の
下
、

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所
は
、
学
校
種
を
超
え
て
先
生
方
が
語
り
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。

Teachers’ cafe
第1回ワークショップ概要

◎目的　小学校、中学校、高校の先生方が率直に語り合い、
「12年間を通したより良い学びのために、教師が出

来ること」を共に考え、現場教師発のオピニオン

としてウェブサイトなどを通じて発信すること

◎日時　2013年9月28日（土）13～18時
◎参加者　全国の先生方19人

（小学校７人、中学校６人、高校・大学６人）

◎募集方法　『VIEW21』小学版・中学版・高校版の各読者
モニターへのご案内など

◎会場　（株）ベネッセコーポレーション新宿オフィス
◎主催　ベネッセ教育総合研究所「Teachers’ cafe」事務局
◎企画運営協力・当日ファシリテート　與良昌浩氏（株式会
社もくてき） 、宮崎圭介氏（株式会社スコラ・コンサルト）

よ ら

ワークショップの流れ

異なる学校種の先生４～ 5人でグループをつくり、語り合う。１テーマ

２ラウンド、計４ラウンドを、各回グループを替えながら行った。

＊ワールドカフェ形式：組み合わせを替えながら、少人数での会話を

積み重ね、組織的な探求につな

げていく対話の手法。

◎１・２ラウンド（各20分）
「12年間を通した学び」を考える上

で小学校、中学校、高校それぞれに

ついて、どんな「良さ」「問題点」を感

じているか？

◎３・４ラウンド（各15分）
「12年間を通した学び」がどうなれ

ば理想的だと思うか？　そのため

には何が必要か？

◎「12年間を通したより良い学びの

ために、教師（私たち）が出来るこ

と」として、話し合いたいテーマを

個々で考えて提示

◎テーマに沿ってチームを組み、

チームごとにオピニオンをつくる

◎５チームがそれぞれのオピニオンを

発表

13：00 オリエンテーション、自己紹介
14：00 ワールドカフェ形式（＊）で「現状を知り合う」

15：40 休憩
15：50 「オピニオンをつくる」

17：00 発表

17：20 まとめ
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＊プロフィールは２０１３年３月時点のものです

つ
い
て
率
直
に
語
り
合
い
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
通
じ
て
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く

「T
eachers

’

 cafe

」
を
企
画
し
た
。

見
え
て
き
た
小
中
高
を
つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド

　

第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
12
年
間
を
通
し
た

よ
り
良
い
学
び
」
を
テ
ー
マ
に
、
２
０
１
３
年
９
月

に
開
催
。
全
国
か
ら
19
人
の
先
生
方
が
参
加
し
た
。

や
や
緊
張
し
た
先
生
方
の
雰
囲
気
は
、「
現
状
を
知

り
合
う
」
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
機
に
変
化
し
て
い
っ
た
。

開
始
直
後
は
、
他
の
学
校
種
に
対
す
る
疑
問
や
要
望

に
偏
り
が
ち
だ
っ
た
議
論
は
、
互
い
の
状
況
や
思
い

が
分
か
る
に
つ
れ
、
連
携
し
て
子
ど
も
を
育
む
た
め

の
検
討
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
個
々
の
関
心

に
沿
っ
て
、「
志
」「
学
力
保
障
」「
生
き
ぬ
く
力
」「
学

び
の
意
欲
」「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
５
つ
の
チ
ー
ム

を
編
成
し
、
12
年
間
で
実
現
さ
せ
た
い
こ
と
や
そ
の

た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
し
て
ま
と
め
る

と
こ
ろ
ま
で
共
通
理
解
が
進
ん
だ
。

　

議
論
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
背
景
に
は
、「
よ
り
良

い
学
び
」
の
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
学
校
種
を
超

え
て
共
有
で
き
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。「
学
び
続
け
る

意
欲
」「
自
尊
感
情
」「
伝
え
合
う
力
」「
教
師
の
専

門
性
」
な
ど
、
学
校
種
ご
と
に
用
い
る
言
葉
が
違
っ

た
と
し
て
も
、
目
指
す
子
ど
も
の
姿
、
そ
の
た
め
の

指
導
へ
の
課
題
意
識
や
熱
意
は
同
じ
だ
と
確
認
で
き

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
種
で
ど
の
よ
う
に
指
導
し
、

12
年
間
を
つ
な
げ
て
い
く
の
か
は
今
後
の
課
題
だ
。

今
回
の
議
論
を
生
か
し
な
が
ら
、
先
生
方
と
共
に
考

え
て
い
き
た
い
。

（栃木県／小学校）

（香川県／小学校）

（北海道／中学校）

（岐阜県／中学校）

（岩手県／高校）

（福井県／高校）

参加した先生方からのご意見・ご感想
◎「教師が率直に語り合い、オピニオンをつくる」ことは、と

ても大切だと思う。ボトムアップで「未来の教育」に貢献で

きるとしたら、教師冥利に尽きる。

◎異なる地域であっても、基本的に同じ方向性だと感じた。

12年間を見通すためには、校種が違う先生方ともっと踏み

込んだ意見交換があるとよいと思う。

◎ワークショップでは、時間が経つのが実に早く感じられ

た。今後、近隣の小・中学校で交流会があるので、この内

容の一端は話し合いの中で還元していきたい。まずは、自

分の足元から一歩一歩である。

◎教育について多様な考え方があること、自分の知らない

ことが小学校や高校にたくさんあることを学んだ。出来れ

ば、このような場を今後も設けてほしい。

◎学校種の違いを感じることなく、いろいろな先生方と１日

を過ごせた。さまざまな教育活動に取り組む先生方の情熱

は同じものだからだろう。校種を超えて縦にもニューロンを

伸ばしていけたら、私たち教師の努力は、よりストレートに

生徒に届くと感じた。

◎全国の先生方から大いに刺激を受けると共に、直面する

一つひとつの課題を克服するためには校種を超えた協力

が欠かせないことを実感した。 これを機に先生方と連絡を

取り合って小中高の連携のあり方を考えていきたい。

みょうり
ワークショップの様子や先生方が作成したオピニオンなどは、ベ
ネッセ教育総合研究所のウェブサイト内「Teachers’cafe通信」
に掲載しています。ご意見がございましたら、フェイスブックやツ
イッターでぜひお寄せください。また、2014年２月開催予定の第
２回ワークショップについても随時お伝えしていきます。

当日の様子や先生方のオピニオンは
ウェブサイトで詳しくご覧いただけます！

ベネッセ教育総合研究所は
幼稚園・保育所、小学校、中学校、高校、大学の

先生方を支援しています！
ベネッセ教育総合
研究所は、園から
大学までの教育・
保育に携わる方々
を対象とした教育
情報誌を刊行して
います。記事は全
て、ベネッセ教育
総合研究所のウェ
ブサイトにＰＤＦ
で掲載しています。
ぜひ一度、ご覧く
ださい。

＊新規での冊子のご送付のご依頼は承っていません。ご了承ください。

http://berd.benesse.jp/　＞教育情報

http://berd.benesse.jp/tcafe/

http://berd.benesse.jp/magazine/


28［中学版］2013 Vol .4

　

大
分
県
立
大
分
豊ほ

う

府ふ

中
学
校
で
は
、
２
０
１
３

年
５
月
の
１
か
月
、
教
師
全
員
に
１
台
ず
つ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
県
教
育
委
員
会
か
ら
貸
与
さ
れ

た
。
大
分
県
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
究
校
の
指
定
を
受

け
、
生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
40
台
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
先
立
ち
、
教
師
が
試
用
し
て
授
業
で
の

活
用
法
を
探
る
た
め
だ
。

　
「
初
め
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
触
れ
る
教
師
も

い
ま
し
た
が
、
１
人
１
台
持
て
た
こ
と
で
各
自
が

自
由
に
試
せ
ま
し
た
。
こ
こ
で
端
末
に
慣
れ
た
か

ら
こ
そ
、
生
徒
用
端
末
が
届
い
た
時
、
戸
惑
う
こ

と
な
く
授
業
で
の
活
用
法
を
提
案
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
」
と
、安
藤
英
俊
副
校
長
は
指
摘
す
る
。

　

電
子
黒
板
３
台
も
、
届
い
て
す
ぐ
に
教
室
に
配

備
せ
ず
、
し
ば
ら
く
空
き
教
室
に
置
き
、
教
師
が

自
由
に
試
せ
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
８
月
、
10

月
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
を
実
施
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
研
究

は
１
年
生
中
心
と
決
ま
っ
て
い
た
が
、
次
年
度
以

降
を
考
慮
し
て
教
師
全
員
参
加
と
し
、
電
子
黒
板

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、
先
進
校
の
視
察
報

告
な
ど
を
行
っ
た
。

　
「
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
い
う
と
、
モ
ノ
の
整
備

に
意
識
が
向
き
が
ち
で
す
が
、
使
い
こ
な
せ
る
人

材
が
い
な
け
れ
ば
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
指

導
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
は
、
教
師
の
意
識
も
活
用

力
も
ま
だ
ま
だ
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
研

究
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
は
県
の
教
育
財
務

課
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
、
校
内
で
は
教
師
の
指

導
力
育
成
に
力
を
入
れ
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
が
一

体
化
し
て
推
進
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」と
、

有
定
裕
雅
校
長
は
研
究
の
ポ
イ
ン
ト
を
話
す
。

校
長
を
最
高
責
任
者
と
し
た
組
織
体
制
に

　

同
校
の
研
究
は
、
大
分
県
教
育
委
員
会
が
13
年

２
月
に
発
表
し
た
「
大
分
県
教
育
情
報
化
推
進
戦

略
２
０
１
３
（
以
下
、
推
進
戦
略
）」
の
１
つ
で

あ
る
。
推
進
戦
略
で
は
、
文
部
科
学
省
が
11
年
に

策
定
し
た
「
教
育
の
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
踏
ま

え
、
方
針
を
①
教
育
情
報
化
推
進
体
制
の
確
立
、

②
子
ど
も
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
、
③
学

校
教
育
の
情
報
化
、
と
し
、
具
体
的
な
施
策
を
明

示
し
た
。
推
進
戦
略
の
主
管
で
あ
る
教
育
財
務
課

の
足
立
正
和
指
導
主
事
は
こ
う
語
る
。

　
「
本
県
は
、
文
部
科
学
省
の
調
査
結
果
を
見
る

と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
整
備
率
は
生
徒
用
も
教

師
用
も
全
国
で
も
上
位
で
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
指
導
能
力
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま

School Data

ハ
ー
ド
に
加
え
、人
材
育
成
で

教
育
情
報
化
を
推
進

「
学
校
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化
の
実
態
等
に
関
す
る
調
査
」

（
文
部
科
学
省
、
２
０
１
２
年
）
の
結
果
を
見
る
と
、

電
子
黒
板
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
が
急
速
に
普
及
し
て
い
る
一
方
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
関
す
る
研
修
を
受
け
た
教
師
は

３
割
に
も
満
た
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

予
算
の
確
保
が
重
要
な
機
器
の
整
備
に
目
が
向
き
が
ち
の
中
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
い
こ
な
す
人
材
の
育
成
に

組
織
的
に
取
り
組
む
事
例
を
紹
介
す
る
。

大
分
県
立
大
分
豊ほ

う

府ふ

中
学
校

大分県立大分豊府中学校
◎2007（平成19）年開校。県内唯一の県立
中学校で、大分豊府高校と併設型中高一貫教
育を行う。話し合い活動を中心に、思考力、判
断力、表現力の育成に力を入れる。
校長　有定裕雅先生／生徒数　約 360人／学
級数 9学級／所在地　〒870-0854　大分県大
分市大字羽屋600-1／ TEL　097-546-2404
URL　http://kou.oita-ed.jp/oitahoufutyu/
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し
た
。
教
育
情
報
化
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
長
け
た
一
部
の

教
師
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
学
校
全
体
で
組
織
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

　

そ
こ
で
、
各
校
に
教
育
情
報
化
推
進
委
員
会
を

設
置
し
、
校
長
を
「
学
校
Ｃ
Ｉ
Ｏ
（
最
高
情
報
統

括
責
任
者
）」、
副
校
長
・
教
頭
を
「
情
報
化
推
進

リ
ー
ダ
ー
」、
教
務
主
任
等
を
「
情
報
化
推
進
員
」

に
任
命
。
更
に
、
こ
の
具
現
化
に
向
け
、
校
長
研

修
、
副
校
長
・
教
頭
研
修
を
13
年
度
中
に
各
２
回

行
う
と
共
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
校
内
研
修
の
年

３
回
実
施
を
促
し
、
教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
へ
の
意

識
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

未
来
の
教
師
の
育
成
も
担
っ
て
い
る

　

同
校
は
、
教
育
情
報
化
推
進
委
員
会
を
「
Ｈ
Ｉ

Ｔ
（H

ofu Inform
ation T

ablet
）」
と
名
付
け
、

情
報
化
推
進
委
員
に
、
教
務
主
任
、
情
報
分
掌
の

主
任
・
副
主
任
、
１
学
年
主
任
、
総
学
主
任
、
事

務
長
を
任
命
し
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
詳
し
い
か
否
か
を
問
わ
ず
、
ミ
ド

ル
リ
ー
ダ
ー
の
教
務
主
任
を
推
進
員
に
任
命
し
、

率
先
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。更
に
、

将
来
的
に
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
』
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
想
定
し
て
総
学
主
任
を
、
ハ
ー
ド
と
ソ

フ
ト
を
一
体
化
し
て
検
討
す
る
た
め
に
事
務
長
を

委
員
と
し
て
い
ま
す
」（
有
定
校
長
）

　

生
徒
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
10
月
に
導
入
さ

れ
、
１
年
生
３
ク
ラ
ス
の
授
業
や
朝
学
習
「
豊
府

タ
イ
ム
」
で
活
用
が
始
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
英
語

科
の
授
業
で
は
電
子
黒
板
に
英
文
を
映
し
、
生
徒

は
そ
れ
を
見
な
が
ら
音
読
す
る
、
理
科
や
社
会
科

で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
引
用
し
た
資
料
を
電

子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
見
せ
、
生
徒
の
関

心
を
高
め
て
い
る
。

　
「
生
徒
が
顔
を
上
げ
て
電
子
黒
板
に
集
中
す
る

た
め
、
表
情
を
見
な
が
ら
説
明
で
き
る
、
ち
ゃ
ん

と
活
動
し
て
い
る
か
が
分
か
る
と
い
っ
た
利
点
を

教
師
は
挙
げ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
単
に
映
像
を

見
せ
る
だ
け
で
は
生
徒
は
飽
き
て
し
ま
う
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
あ
く
ま
で
も
手
段
と
し
て
、
適
切
な
場

面
で
使
う
こ
と
が
重
要
だ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
本
校
の
特
色
で
あ
る
話
し
合
い
活
動
に

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
安
藤
副
校
長
）

　

授
業
で
の
実
践
は
、
毎
週
月
曜
４
限
に
開
く
Ｈ

Ｉ
Ｔ
定
例
会
で
共
有
し
、
指
導
力
向
上
に
向
け
て

検
討
を
重
ね
て
い
る
。
こ
の
会
に
は
、
足
立
指
導

主
事
も
参
加
し
、県
と
も
情
報
を
共
有
し
て
い
る
。

　

実
践
を
始
め
た
ば
か
り
だ
が
、
11
月
に
は
「
豊

府
タ
イ
ム
」
と
授
業
を
公
開
。
県
内
の
中
学
校
で

は
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
授
業

は
初
め
て
と
あ
っ
て
注
目
度
は
高
く
、県
内
の
小
・

中
学
校
な
ど
か
ら
約
50
人
の
参
観
が
あ
っ
た
。

　
「
今
ま
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
け
れ
ど
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
を
実
感
し
、

デ
ジ
タ
ル
教
材
の
作
成
に
挑
戦
し
て
い
る
教
師
も

い
ま
す
。
授
業
公
開
で
生
徒
の
様
子
を
直
接
見
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
県
内
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
意
識

が
高
ま
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
」（
安
藤
副
校
長
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
の
意
義
に
つ
い
て
、有
定
校
長
は
、

「
本
校
に
は
県
内
の
市
町
村
か
ら
赴
任
し
て
い
る

教
師
も
い
ま
す
。い
ず
れ
自
治
体
に
帰
っ
た
際
に
、

本
校
で
の
実
践
を
広
め
て
も
ら
う
こ
と
も
期
待
し

て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
歩
は
め
ざ
ま
し
く
、
機

器
の
整
備
に
は
財
政
の
課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
未
来
の
教
師
を
育
成
す
る
観
点
で
も
、

今
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
研
修
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
ま
す
」
と
語
る
。

　

12
月
、全
ク
ラ
ス
対
抗
の
「
数
学
の
鉄
人
大
会
」

が
体
育
館
で
開
か
れ
た
。
全
７
問
を
ク
ラ
ス
で
協

力
し
て
解
き
、速
さ
と
正
確
さ
を
競
う
。
今
回
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
ク
ラ
ス
の
解
答
を
提

出
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
た
。
自
分
た
ち
の
出

し
た
答
え
が
大
画
面
に
表
示
さ
れ
る
こ
と
に
生
徒

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ク
ラ
ス
が
力
を
合
わ
せ

て
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
た
。
教

師
も
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
新
た
な
指

導
に
挑
戦
し
て
い
る
。

T
eachers

＊「総合的な学習の時間」担当の主任

写真　理科の授業では、実験ではなかなか見せられ
ない資料を映し、生徒の好奇心を引き出す。映像
と音が一緒に出るため、注目させやすいのもメリッ
トだという

大
分
県
立
大
分
豊
府
中
学
校
校
長

有
定
裕
雅

あ
り
さ
だ
・
ひ
ろ
ま
さ　
「
校
長
の

仕
事
は
部
下
の
育
成
。
20
年
先
の

教
師
を
育
成
す
る
気
持
ち
で
私
も

勉
強
し
て
い
る
」

大
分
県
立
大
分
豊
府
中
学
校
副
校
長

安
藤
英
俊

あ
ん
ど
う
・
ひ
で
と
し　
「
い
ろ
い

ろ
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
本
校
な

ら
で
は
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
模
索
し

た
い
」

大
分
県
教
育
庁
教
育
財
務
課
指
導

主
事足

立
正
和

あ
だ
ち
・
ま
さ
か
ず　
「
学
校
が
気

兼
ね
な
く
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
え
る
よ
う

尽
力
し
て
い
き
た
い
」
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私
の
教
師
人
生
は
、
１
学
年
10
ク
ラ
ス

ほ
ど
あ
る
大
規
模
校
で
始
ま
り
ま
し
た
。

国
語
科
に
は
先
輩
の
先
生
方
が
８
人
い

て
、
校
内
研
究
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
先
輩
方
に
教
え
て
い
た
だ
い
た

か
ら
こ
そ
、
私
は
教
師
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

新
任
時
の
私
の
授
業
は
、
言
葉
の
意
味

や
筆
者
の
考
え
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
う
し
な
い
と
生

徒
に
は
伝
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
か
ら

で
す
が
、
生
徒
の
興
味
は
引
き
付
け
ら
れ

に
し
っ
か
り
考
え
さ
せ
る
授
業
を
し
て
い

た
こ
と
で
す
。
自
分
が
一
方
的
に
説
明
し

過
ぎ
て
い
た
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

校
内
研
究
で
進
め
て
い
た
、
観
点
別
評

価
を
取
り
入
れ
た
指
導
案
作
り
に
も
、
積

極
的
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
私
の
担
当

は
、
３
学
年
分
の
指
導
案
の
原
案
作
り
で

す
。
自
分
に
出
来
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
で

し
た
が
、
先
輩
方
か
ら
の
期
待
に
応
え
た

い
と
い
う
気
持
ち
の
方
が
強
く
あ
り
ま
し

た
。
私
が
試
作
し
た
指
導
案
は
、
先
輩
に

赤
ペ
ン
で
び
っ
し
り
添
削
さ
れ
て
返
さ
れ

ま
し
た
。
何
度
も
書
き
直
し
ま
し
た
が
、

私
は
先
輩
の
指
示
に
た
だ
従
う
だ
け
で
は

な
く
、
納
得
が
い
く
ま
で
質
問
し
ま
し
た
。

的
外
れ
な
質
問
も
あ
っ
た
は
ず
で
す
が
、

ど
の
先
輩
も
じ
っ
く
り
考
え
、
答
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

先
輩
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
、
自
分
の
授

業
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
品
詞
分
解
の
時

に
は
生
徒
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
さ
せ
る

な
ど
、
教
え
込
み
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工

夫
を
重
ね
た
の
で
す
。
す
る
と
、
発
言
す

る
生
徒
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
、
授
業

に
活
気
が
出
て
き
ま
し
た
。
私
の
発
問
に

対
し
て
し
っ
か
り
考
え
て
答
え
て
い
る
様

子
も
見
て
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

や
が
て
私
は
、
生
徒
の
力
を
伸
ば
す
授
業

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
語
を
す
る
生
徒
や
下

を
向
い
て
い
る
生
徒
ば
か
り
が
目
立
っ
た

の
で
す
。
授
業
が
う
ま
く
い
か
な
い
日
々

が
続
き
、
情
け
な
さ
が
募
り
ま
し
た
。
赴

任
３
か
月
目
に
は
、
自
分
が
教
師
に
向
い

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
ほ
ど
で
す
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
先

輩
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
返
答
は
シ
ン
プ
ル

で
し
た
。「
も
う
１
年
間
頑
張
っ
て
か
ら

辞
め
て
も
遅
く
は
な
い
よ
」
と
。

　

こ
の
一
言
で
、
肩
の
力
が
抜
け
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。「
新
米
教
師
な
の
だ
か

ら
、
ま
だ
ま
だ
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」。
そ
う
思
い
直
し
た
私
は
、
時
間
を

つ
く
っ
て
は
先
輩
の
授
業
を
見
学
し
ま
し

た
。
気
付
い
た
の
は
、
ど
の
先
輩
も
生
徒

こまだ・るみこ◎教職歴32年。宮崎県宮崎市
立宮崎西中学校に勤務後、東京都へ転居。墨田
区立吾

あ

嬬
ずま

第二中学校などを経て、本所中学校に
赴任して３年目。担当教科は国語科。主幹教諭、
教務主任。

生
徒
の
目
を

授
業
に
向
け
ら
れ
ず

教
師
を
辞
め
よ
う
と
思
っ
た

こ
れ
ま
で
私
が
歩
い
て
き
た
道
の
り

教師全員の力を伸ばせるように
校内研究を活性化させていきたい

東京都墨田区立本所中学校 駒田るみ子 54歳

MiddleMiddle
           Leader     Leaderader



◎校内の教師全員に年１回以上研究授業をするように呼び掛けています。取

り組みやすくするために、まず私が指導案を作り、これを原案にして各自が

指導案を作るように伝えています。評価規準の設定の仕方など、私の指導ノ

ウハウを先生方に具体的に示せるだけでなく、先生方に自分ならどうするか

を考えてもらうきっかけにもなると期待しています。

駒田先生が作成した指導案（校内で形式をそろえ、研究テーマに応じた工夫を取り入れてあ
る）。若手教師には「いつでも質問にきてほしい」と伝えている

年１回以上の研究授業
◎校内の教師全員に年１
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私
は
教
師
に
な
っ
て
以
来
、
他
の
先
生

方
と
共
に
学
ぶ
こ
と
で
成
長
し
て
き
た

と
、
身
を
も
っ
て
感
じ
て
い
ま
す
。
主
幹

教
諭
を
務
め
始
め
た
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、

校
内
研
究
の
活
性
化
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
だ

け
で
な
く
、
後
輩
に
教
科
指
導
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
伝
え
る
た
め
で
す
。
私
の
経
験
で
は
、

生
活
指
導
困
難
校
ほ
ど
教
師
の
教
科
指
導

力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
で
も
、
私
は
校
内
研
究
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
の
若
手
の
先
生

方
は
、
私
の
若
い
頃
に
比
べ
て
、
自
分
の

考
え
を
言
わ
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
話
し
合
い
を
し
て
い
て
も
、

ベ
テ
ラ
ン
の
発
言
ば
か
り
が
目
立
つ
の
で

す
。
私
は
、
若
手
が
発
言
し
や
す
い
よ
う

に
、
知
っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
え
て
若
手

に
質
問
し
、
説
明
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

教
科
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
先
生
方
が

意
見
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
こ
そ
学
べ
る
と
、

私
は
考
え
て
い
ま
す
。
若
手
の
先
生
方
か

ら
尋
ね
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
科
指

導
の
基
礎
・
基
本
を
再
確
認
で
き
た
り
、

生
徒
の
気
質
の
変
化
に
気
付
い
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
若
手
が
意
見
を
言
う

こ
と
は
、
若
手
自
身
に
も
ベ
テ
ラ
ン
に
も

気
付
き
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
議

論
が
深
ま
り
、
新
た
な
取
り
組
み
に
も
つ

な
が
る
の
で
す
。
若
手
の
先
生
方
に
は
、

見
当
違
い
で
あ
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、
自
分

の
意
見
を
堂
々
と
口
に
す
る
積
極
性
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

生
徒
に
と
っ
て
は
、
教
職
経
験
に
関
係

な
く
、
教
師
は
教
師
で
す
。
教
師
全
員
の

力
を
伸
ば
す
た
め
に
、
自
由
に
意
見
を
述

べ
ら
れ
る
環
境
を
整
え
、
校
内
研
究
を
更

に
活
性
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

30
代
で
学
年
主
任
を
務
め
る
よ
う
に
な

る
と
、
担
当
し
て
い
な
い
教
科
の
年
間
授

業
計
画
に
も
目
を
通
す
機
会
が
増
え
ま
し

た
。
他
教
科
に
も
国
語
の
学
習
内
容
と
か

か
わ
る
単
元
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
私

は
、
複
数
の
教
科
と
連
携
し
、
生
徒
の
視

野
を
広
げ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

教
科
の
枠
を
超
え
て
先
生
方
と
話
し
合

い
、
教
科
を
横
断
し
た
取
り
組
み
を
企
画

し
た
の
で
す
。
例
え
ば
、
国
語
の
授
業
で

俳
句
を
学
ん
で
い
る
時
、
美
術
の
授
業
で

は
生
徒
が
好
き
な
俳
句
を
選
び
、
そ
の
情

景
を
絵
に
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　

最
初
は
消
極
的
な
先
生
方
も
い
ま
し
た

が
、
続
け
て
い
く
う
ち
に
ど
の
先
生
方
も

積
極
的
に
な
り
ま
し
た
。「
分
か
っ
た
！
」

と
い
う
表
情
を
浮
か
べ
、
学
習
に
意
欲
を

見
せ
る
生
徒
が
増
え
た
か
ら
こ
そ
、
教
師

の
考
え
も
変
わ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

他
教
科
と
連
携
し
て
授
業
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
私
は
国
語
が
全
教
科
と
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
日
本

語
の
力
を
伸
ば
す
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
教

科
の
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

若
手
が
積
極
的
に

意
見
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に

環
境
の
整
備
に
力
を
入
れ
る

学
年
を
１
つ
に
ま
と
め

教
科
を
横
断
し
た

取
り
組
み
を
企
画

今
、私
が
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
新
た
な
一
歩歩歩歩
一
歩
一
歩
な
一
歩
な
一
な
た
な
た
な
た
新
た
新
た
新
る
新
る
新
る
い
る
い
る
い
て
い
て
い
て
し
て
し
て
し
と
し
と
し
と
う
と
う
と
う
そ
う
そ
う
そ
う

出
そ
出
そ
出
そ

み
出
み
出
み
出

踏
み
踏
み
踏
み

が
踏
が
踏
が
踏

私
が
私
が
私
が
私、私
今
、私
今
、
今今今今

駒田先生の取り
組み



◎秋田県大仙市立西仙北中学校の事例では、なぜ１人で
学ぼうとすると出来なくて、みんなと一緒なら出来るの
かがよく分かりました。また、自分の宿題の取り組み方
を自己評価する方法は、とても参考になりました。出来た・
出来ないという評価だけで終わりがちですが、自分の取
り組みの内容面まで振り返ることが重要だと分かりまし
た。ぜひ、本校の教員にも紹介して、取り入れたいと思
います。

◎富山県富山市立速
はや

星
ほし

中学校の無監督テストは、取り組
みだけを捉えると特異な例だと思いましたが、生徒と教
師との信頼関係の構築という観点では、至極当然の結果
だと気付きました。学校は、教師が生徒に一方的に命令
する場ではなく、温かな心の交流を中心とした人間関係
の醸成の場だと分かってはいましたが、今回の記事で改
めて気付かされた思いです。

◎「学力の二極化の根本には、学習への意識の二極化が
ある」という香川県多

た

度
ど

津
つ

町立多度津中学校の新名勝校
長の言葉にはうなずけるものがありました。「どうせやっ
たって……」と投げやりな生徒でも、少し努力すれば「出
来る、分かる」が実感できることを、繰り返し、粘り強
く行うことが大事だと思います。意識と学力の向上は表
裏一体のものだと思いました。

◎東京都鷹
たか

南
みなみ

学園の実践が大変印象的で、勉強になりま
した。コミュニティ・スクールを基盤として学校運営に
当たる例は知っていましたが、三鷹市が市内７つの中学
校の各学区を１つの学園として小・中一貫教育を進めて

いる様子がよく分かりました。

◎京都教育大の伊藤崇
たか

達
みち

准教授が言われた「１人で学ぶ
ための３つの要素」である「メタ認知能力の重要性」「生
活習慣の見直し」「教師との信頼関係」は大変分かりやす
く、非常に有益でした。特に宿題について「外的調整」
で取り組ませるか、「取り入れ調整」で取り組ませるかは、
今後、私が課題を行わせる際に役立つ視点であり、早速
日々の教育活動に生かしたいと思います。

◎「私を育てたあの時代、あの出会い」の高知県高知市
立城東中学校の田中敏彦校長の「生徒が変わると信じて
努力するのが教師の使命」という言葉が心に残りました。
諦めずに粘り強く日々の仕事に取り組むことを忘れては
ならないと、改めて感じました。

◎「Benesse 発　これからの教育」の東京都豊島区立千
川中学校のタブレットＰＣを用いた取り組みでは、プレ
ゼンテーションの作成や、ＩＣＴスキルの高い生徒によ
る指導など、他の生徒に教えるための手法を使っている
ことが、全体の学力の向上につながっているのではない
かと感じました。

◎「ミドルリーダーの挑戦」の大分県豊後高田市立高田中
学校の堀之内健治先生の「自分の思いではなく、生徒の思
いを大切にした指導」という言葉が印象に残りました。教
師の役割は、生徒を育てることです。自己満足ではよくな
いということを肝に銘じました。

2013 Vol.3「１人で学べる生徒を育てる」へのご意見

今の中学 3年生が社会人となる頃、世の中はどのように変化しているので
しょうか。これから生きる社会がどのようなものであっても、また、生徒
の選ぶ道がどんなものであっても、生徒自身が自分の選択に納得し、責任
を持って、前を向いて人生を切り開いていく準備となるのが「キャリア教育」
なのだと、取材を通して改めて実感しました。

『VIEW21』中学版編集長　小林奈緒

編集後記
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このコーナーでは、編集部に寄せられた読者の先生方からのご意見をご紹介します。
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上智大学・ベネッセ英語教育シンポジウム
開催報告レポートのご案内

これからの英語の指導と学びを考える
─全国の高校入試分析結果と中高生の英語学習実態をもとに─

2013 年 12 月1日、中学校・高校の英語教育を考えるシンポジウムを上
智大学で開催いたしました。全国から270人を超える皆様にご参加いた
だき、ありがとうございました。指導事例のご紹介、ご参加の先生方とパ
ネリストとの意見交換も行いました。これらを含めたシンポジウムの詳細
なレポートを、２月下旬に下記ウェブサイトでご案内します。報告書もダウ
ンロードできます。ぜひご覧いただき、今後のご指導を考える上でのご参
考になりましたら幸いです。

＊ARCLE( アークル、Action Research Center for Language Education) は、
　ベネッセ教育総合研究所が運営する英語教育研究会です

詳しくは アークル　英語教育 検索

 http://www.arcle.jp/

［大分県／Ｄ中学校］

［埼玉県／Ｏ中学校］

［岐阜県／Ｋ中学校］

［宮城県／Ｓ中学校］

［東京都／Ｏ中学校］

［三重県／Ｏ中学校］

［広島県／Ｈ中学校］

［兵庫県／Ｓ中学校］
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明日の学校をともに考えるベネッセの教育情報誌

中学版

私を育てた
あの時代、あの出会い

すべての記事をウェブサイトからPDFでダウンロードいただけます

2014年度 Vol .1は 2014年６月上旬発行（予定）です

Vol.3 １人で学べる生徒を育てる

Vol.2 生徒の心に火をつける

Vol.1 主体的に取り組む言語活動の工夫

Vol.4 中学１年生の良さを伸ばす

V o l .4
2 0 1 3

言葉少ない指導が気付く大切さを教えてくれた
大分県佐伯市立佐伯城南中学校校長　國見義隆

教師全員の力を伸ばせるように校内研究を活性化させていきたい
東京都墨田区立本所中学校　駒田るみ子

ミドルリーダーの挑戦
─前へ! 前へ!!

全国の校長先生に無料で年４回お届けしています

過去1年間の
特集テーマ

Back Number 2012

2013

表紙の学校　島根県出雲市立第一中学校

校区全てですこやか週間！
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社
会
を
生
き
る
力
を
育
む

★

Benesse発
これからの教育 ハードに加え、人材育成で教育情報化を推進　大分県立大分豊府中学校

インタビュー
特集 学校事例 東京都荒川区立諏訪台中学校　／　愛知県名古屋市立千鳥丘中学校

大阪府ゆめみらい学園高槻市立第四中学校
対談 筑波大人間系教授　藤田晃之　／　東京都府中市立府中第三中学校校長　谷合しのぶ

特別レポート 「Teachers’cafe」第１回ワークショップ報告

社会を生きる力を育む
─キャリア教育の視点で教育活動を捉え直す

　出雲市立第一中学校では、毎月第１週に「すこやか
週間」を行っている。自分で決めた起床・就寝時刻、
メディア視聴時間を実践する週間だ。校区の保健師、
保育所、幼稚園、小・中学校、大学が一体となった「一
中校区すこやか部会」が６年前に始めた活動で、校区
の３つの地区（保育所、幼稚園、小学校）も同期間に
実施。異校種でも兄弟姉妹が同じ取り組みをするので、
子どもも保護者も正しい生活習慣を一層意識できる。

「すこやか週間チャレンジカード」には、起床・
就寝時刻、メディアの時間、朝食の摂取を記
録する。保護者のコメント欄を設け、子どもの生
活を見守れるようにしている

生活習慣の定着は、授業態度や提出物
にも表れる。「すこやか週間」を起点にし
て生活のリズムを整え、学習や部活動な
どに励む生徒も多いという

起床時間や就寝時間、メディアの視聴時間の目
標は、医師や保健師らと一緒に検討して決めた。
ＰＴＡ作成のポスターは各校だけでなく、地域の
公共機関などにも貼り、生活習慣の大切さを啓
発している

　年々、理想的な生活習慣が身に付いている様子が見
られていたが、携帯端末が浸透してきた影響が生活に
も表れてきた。生徒保健委員会が「チャレンジカード」
のより良い活用の仕方を発案し、改善を重ねて更なる
意識付けを図っている。
　地域ぐるみで見守られる中、１０年後を見据えたこの
生活習慣づくりが、健やかな成長の基盤として子ども
たちに根付くことを願っている。

ベネッセ　研究 検索でまたは

校内研修で
ご活
用ください

http://berd.benesse.jp
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